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新
年
互
礼
会
員
懇
親
会
の
余
興
と
し
て
始
ま
っ
た
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
の
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
新
年
会
と
と
も
に
回
を

重
ね
て
き
た
。
毎
年
、
１
月
末
ま
で
回
答
を
受
け
付
け
る
。

　
今
年
の
第
２
問
は「
衆
議
院
の
解
散
・
総
選
挙
が
実
施（
さ

れ
る
・
さ
れ
な
い
）」だ
っ
た
。
第
１
問
は
こ
の
と
こ
ろ
ず

っ
と
、
年
末
の
日
本
の
首
相
の
名
を
問
う
て
い
る
の
で
、
こ

の
年
な
ら
で
は
の
最
初
の
問
題
と
言
っ
て
い
い
。
問
わ
れ
れ

ば
多
く
の
人
が「
さ
れ
る
で
し
ょ
う
、
そ
れ
は
」と
答
え
た

よ
う
に
は
思
う
。
で
も
、
新
年
会
開
催
の
１
月
23
日
に
衆
議

院
が
解
散
さ
れ
、
結
果
が
回
答
期
間
中
に
判
明
し
て
し
ま
っ

て
問
題
自
体
が
無
効
に
な
る
と
は
、
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作

る
側
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
。

　
か
く
し
て
、７
党
代
表
が
一
堂
に
会
す
る
党
首
討
論
会
が
、

そ
の
新
年
会
の
３
日
後
に
開
か
れ
た
。「
解
散
報
道
」が
出

て
か
ら
の
短
い
間
に
、
招
く
党
の
要
件
や
質
問
団
の
構
成
を

含
め
た
開
催
要
領
を
企
画
委
員
会
に
は
か
り
、
開
催
の
日
取

り
を
政
党
側
と
折
衝
、
会
場
の
準
備
に
会
員
へ
の
連
絡
、
質

問
団
と
の
打
ち
合
わ
せ
と
、
ど
こ
か
の
政
党
が
言
わ
れ
た
よ

う
な
突
貫
工
事
だ
っ
た
。
そ
れ
を
て
き
ぱ
き
と
こ
な
す
事
務

局
の
面
々
は
心
強
い
限
り
だ
っ
た
が
、
実
際
に
目
の
前
に
ず

ら
り
と
代
表
が
並
ん
だ
時
は
、
肩
の
力
が
抜
け
た
。

　
事
務
局
に
き
て
約
５
年
の
間
に
、
５
回
目
の
党
首
討
論
会
。

今
回
登
壇
し
た
７
人
の
中
で
、
２
０
２
１
年
の
衆
議
院
選
前

の
討
論
会
の
場
に
い
た
の
は
玉
木
雄
一
郎
さ
ん
だ
け
だ
っ
た
。

そ
し
て
田
村
智
子
さ
ん
、大
石
晃
子
さ
ん
が
７
人
の
両
翼
に
、

高
市
早
苗
さ
ん
が
中
央
に
陣
取
っ
た
こ
と
に
も
、
時
の
移
り

変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
の
予
想
超
え

衆
議
院
選
前
の
党
首
討
論
会
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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
２
０
２
６
年
は
、

米
大
リ
ー
グ
・
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
へ
の
移

籍
が
決
ま
っ
た
岡
本
和
真
さ
ん
の
記
者
会

見
で
始
ま
っ
た
。
３
連
休
の
真
ん
中
の
１

月
11
日
、
日
曜
日
と
い
う
、
異
例
の
幕
開

け
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
す
で
に
高
市
早

苗
首
相
が
通
常
国
会
冒
頭
で
の
衆
院
解
散

を
検
討
、
と
い
う
報
道
が
あ
り
、
記
者
会

見
を
担
当
す
る
事
務
局
員
は
公
示
日
の
可

能
性
と
、
ク
ラ
ブ
10
階
ホ
ー
ル
の
使
用
可

能
日
を
に
ら
み
な
が
ら
、
党
首
討
論
会
の

開
催
の
準
備
を
始
め
た
。

　
ク
ラ
ブ
主
催
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
話

し
合
う
企
画
委
員
会
は
14
日
に
開
催
さ
れ

た
。
各
社
の
報
道
で
は
、
冒
頭
解
散
は
確

定
的
な
様
相
と
な
っ
て
い
た
。
企
画
委
員

会
で
は
、
党
首
討
論
に
招
く
政
党
の
要
件

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
昨
年
の
参
院
選
時

の
討
論
と
同
様
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
満

た
せ
ば
国
政
政
党
と
な
る
要
件「
国
会
議

員
５
人
以
上
が
所
属
」「
直
近
の
国
政
選
挙

で
２
％
以
上
の
得
票
が
あ
っ
た
」を
、
と

も
に
満
た
す
政
党
を
招
く
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
参
院
選
と
同
じ
顔
触
れ
の
代
表
質

問
団
で
今
回
も
臨
む
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　
27
日
の
公
示
が
見
え
る
と
、
事
務
局
の

担
当
は
26
日
の
討
論
会
開
催
を
決
め
打
ち

し
て
各
党
に
呼
び
掛
け
る
し
か
な
か
っ

た
。「
い
つ
開
催
す
る
の
か
」と
問
い
合

わ
せ
が
各
方
面
か
ら
く
る
中
、
開
催
ま
で

１
週
間
を
切
っ
て
や
っ
と
26
日
が
正
式
決

定
し
た
。

　
常
在
戦
場
を
旨
と
す
る
政
治
家
た
ち
も

今
回
は
大
わ
ら
わ
だ
っ
た
よ
う
で
、
政
党

に
連
絡
し
て
も
打
ち
返
し
が
な
い
状
況
が

生
じ
た
。
招
く
政
党
の
要
件
を
満
た
さ
ず

に
代
表
が
登
壇
で
き
な
い
減
税
日
本
・
ゆ

う
こ
く
連
合
、
日
本
保
守
党
、
社
会
民
主

党
、
チ
ー
ム
み
ら
い
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
討
論
会
の
中
で
流

す
用
意
が
あ
る
と
伝
え
て
い
た
が
、
４
党

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
そ
ろ
っ
た
の
は
、
開
催

当
日
だ
っ
た
。

　
か
か
わ
る
全
て
の
人
た
ち
が
バ
タ
バ
タ

だ
っ
た
割
に
は
、
あ
る
い
は
皆
が
同
様
に

バ
タ
バ
タ
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
26
日
午
後
１
時
過
ぎ
、
老
川
祥
一
理

事
長
が「
国
際
情
勢
が
大
き
く
変
動
し
て

い
る
中
で
日
本
の
針
路
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
選
挙
に
な
る
。
有
権
者
が
誤
り
の

な
い
選
択
が
で
き
る
よ
う
な
明
確
な
所

見
、判
断
材
料
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
討
論
会
は
始
ま
っ
た
。

�

（
江
木
）

バ
タ
バ
タ
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く

左
か
ら
田
村
智
子 

日
本
共
産
党
委
員
長
、
玉
木
雄
一

郎 

国
民
民
主
党
代
表
、
野
田
佳
彦 

中
道
改
革
連
合

共
同
代
表
、
高
市
早
苗 

自
由
民
主
党
総
裁
、
藤
田
文

武 

日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
、
神
谷
宗
幣 

参
政
党

代
表
、
大
石
晃
子 

れ
い
わ
新
選
組
共
同
代
表
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論
点
深
掘
り
意
識 

手
応
え
も 

伊
藤 

宏（
朝
日
新
聞
社

論
説
委
員

）

減
税
一
色 

気
を
吐
い
た
動
画 

奥
村 

茂
三
郎（
日
本
経
済
新
聞
社

上
級
論
説
委
員

）

衆
院
選 

７
党
党
首
討
論
会

　
突
然
の
衆
院
解
散
に
、
中
道
改
革
連
合

の
結
成
、
解
散
か
ら
投
開
票
ま
で
戦
後
最

短
と
な
る
選
挙
日
程
―
―
。
政
局
の
急
な

展
開
に
加
え
、
内
外
に
課
題
が
山
積
し
、

聞
く
べ
き
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
代
表
質
問
団
が
意
識
し
た

の
は
、
論
点
の
深
掘
り
だ
っ
た
。
山
ほ
ど

あ
る
課
題
を
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
網
羅
的

に
問
え
ば
、
党
首
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
説

明
を
な
ぞ
る
だ
け
で
終
わ
り
か
ね
な
い
。

　
今
回
は
、
①
党
首
と
し
て
の
基
本
姿
勢

や
政
権
の
枠
組
み
②
消
費
税
を
軸
と
す
る

経
済
・
財
政
③
外
交
・
安
全
保
障
。
こ
の

三
つ
に
重
点
を
置
き
、
厳
し
い
突
っ
込
み

や
再
質
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、
党
首
ら
の

考
え
方
の
輪
郭
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ

と
に
主
眼
を
置
い
た

　
一
定
の
手
応
え
は
あ
っ
た
。
高
市
早
苗

代
表
質
問
を
担
当
し
た
奥
村
茂
三
郎
、
佐
藤
千
矢

子
、
橋
本
五
郎
、
伊
藤
宏
の
各
企
画
委
員（
写
真

下 

左
か
ら
）

実
施
要
領
メ
モ

▼
日
時
：
１
月
26
日（
金
）13
：
00
～
15
：

10（
公
示
１
月
27
日
）10
階
ホ
ー
ル
▼
登
壇

者
：
高
市
早
苗
自
由
民
主
党
総
裁
、
野
田
佳

彦
中
道
改
革
連
合
共
同
代
表
、
藤
田
文
武
日

本
維
新
の
会
共
同
代
表
、
玉
木
雄
一
郎
国
民

民
主
党
代
表
、
神
谷
宗
幣
参
政
党
代
表
、
田

村
智
子
日
本
共
産
党
委
員
長
、
大
石
晃
子
れ

い
わ
新
選
組
共
同
代
表
▼
進
行
：【
第
１
部
】

（
約
60
分
）７
党
首
が「
一
番
訴
え
た
い
こ

と
」を
ボ
ー
ド
を
用
い
な
が
ら
主
張（
持
ち

時
間
１
分
）。
そ
の
後
、
党
首
同
士
の
討
論
。

相
手
を
指
名
し
て
質
問
、
相
手
が
回
答（
各

１
分
）、
質
問
者
が
さ
ら
に
コ
メ
ン
ト
す
る

（
30
秒
）の
形
式
で
２
巡
行
っ
た
。【
第
２
部
】

（
約
70
分
）＝
企
画
委
員
の
代
表
が
質
問（
回

答
時
間
は
１
分
）▼
総
合
司
会
：
小
栗
泉
企

画
委
員
、
第
１
部
司
会
：
山
下
毅
企
画
委
員
、

代
表
質
問
者
：
橋
本
五
郎
、
伊
藤
宏
、
佐
藤

千
矢
子
、
奥
村
茂
三
郎
の
各
企
画
委
員
▼
参

加
者
数
：
会
場（
ス
チ
ル
・
ム
ー
ビ
ー
含
む
）

１
９
５
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１
２
２
人
▼
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
地
上
波
で
生
中
継
。
民
放
の
中
継
代
表

は
日
本
テ
レ
ビ
。
ム
ー
ビ
ー
は
テ
レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
映
画
協
会
代
表（
テ
レ
ビ
朝
日
、
Ｔ
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
）、
東
京
写
真
記
者
協
会
代
表（
共

同
通
信
社
）な
ど
９
社
14
台
▼
ス
チ
ル
は
東

京
写
真
記
者
協
会（
８
社
取
材
・
ス
ポ
ー
ツ

紙
代
表
）、
在
日
外
国
報
道
協
会
代
表

（A
nadolu A

gency

）▼
参
加
政
党
の
一
部

が
公
式
の
ス
チ
ル
、
ム
ー
ビ
ー
を
入
れ
た
▼

会
員
向
け
に
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
た
。
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
写
真
撮
影
は
津
野
義
和
氏
。

※
第
１
部
終
了
後
、
政
党
要
件
の
い
ず
れ
か

の
み
を
満
た
す
原
口
一
博
減
税
日
本
・
ゆ
う

こ
く
連
合
共
同
代
表
、
百
田
尚
樹
日
本
保
守

党
代
表
、
福
島
瑞
穂
社
会
民
主
党
党
首
、
安

野
貴
博
チ
ー
ム
み
ら
い
党
首
の
主
張
を
動
画

で
紹
介
し
た
。

首
相
に
繰
り
返
し
聞
く
う
ち
に
、
与
党
で

過
半
数
を
取
れ
な
け
れ
ば「
即
刻
退
陣
す

る
」と
述
べ
た
り
、
国
民
民
主
党
に
連
立

入
り
の「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
」を
し
た
り
し
た
。

経
済
や
外
交
安
保
で
も
、
党
首
ら
に
問
い

詰
め
る
ほ
ど
議
論
が
深
ま
っ
た
。

　
た
だ
、
時
間
の
制
約
で
あ
き
ら
め
ざ
る

を
得
な
い
質
問
も
数
多
く
あ
っ
た
。
議
論

を
深
め
つ
つ
、
多
様
な
関
心
に
ど
う
答
え

る
か
。
二
者
択
一
で
は
な
く
、
今
後
も
知

恵
を
絞
っ
て
最
適
解
を
追
求
し
た
い
。

（
代
表
質
問
担
当
）

　
党
首
討
論
会
の
数
日
前
、
入
社
２
年
目

の
政
治
記
者
と
一
緒
に
取
材
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
聞
け
ば
国
政
選
挙
は
３
回
目
、

首
相
は
３
人
目
だ
と
い
う
。

　
か
く
い
う
私
も
昨
年
７
月
の
参
院
選
８

党
党
首
討
論
会
か
ら
自
民
党
総
裁
選
を
挟

み
、
半
年
あ
ま
り
で
３
回
目
の
代
表
質
問

と
な
る
。
ま
さ
に
濃
密
な
経
験
で
あ
り
、

光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
日
本
政
治
の
不
安

定
さ
と
劣
化
が
心
配
に
な
る
。

　
経
済
紙
記
者
の
視
点
か
ら
今
回
の
衆
院

選
を
特
徴
づ
け
る
と
す
れ
ば「
減
税
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
」で
あ
ろ
う
。
竹
下
登
内
閣
が

消
費
税
を
導
入
し
た
の
は
１
９
８
９
年
４

月
１
日
。
不
人
気
政
策
と
知
り
な
が
ら
も

高
齢
社
会
を
支
え
る
基
幹
税
と
し
て
税
率

を
引
き
上
げ
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
に

育
て
て
き
た
自
民
党
に
と
っ
て
は
基
本
政

策
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
と
な
る
。

　
壇
上
の
７
党
党
首
の
全
員
が
減
税
を
語

る
な
か
で
、
唯
一
、
気
を
吐
い
た
の
は
登

壇
基
準
に
達
せ
ず
１
分
間
の
動
画
と
な
っ

た
４
政
党
の
な
か
の
１
党
首
だ
っ
た
。

　
少
数
意
見
の
尊
重
は
多
数
決
原
理
を
補

う
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
。
登
壇
で
き

る
政
党
は
公
正
な
ル
ー
ル
で
厳
格
に
絞
っ

て
議
論
を
活
性
化
さ
せ
つ
つ
、
少
数
政
党

に
も
意
見
表
明
の
機
会
を
保
証
す
る
。
難

し
い
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
代
表
質
問
担
当
）
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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
２
０
２
６
年
は
、

米
大
リ
ー
グ
・
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
へ
の
移

籍
が
決
ま
っ
た
岡
本
和
真
さ
ん
の
記
者
会

見
で
始
ま
っ
た
。
３
連
休
の
真
ん
中
の
１

月
11
日
、
日
曜
日
と
い
う
、
異
例
の
幕
開

け
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
す
で
に
高
市
早

苗
首
相
が
通
常
国
会
冒
頭
で
の
衆
院
解
散

を
検
討
、
と
い
う
報
道
が
あ
り
、
記
者
会

見
を
担
当
す
る
事
務
局
員
は
公
示
日
の
可

能
性
と
、
ク
ラ
ブ
10
階
ホ
ー
ル
の
使
用
可

能
日
を
に
ら
み
な
が
ら
、
党
首
討
論
会
の

開
催
の
準
備
を
始
め
た
。

　
ク
ラ
ブ
主
催
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
話

し
合
う
企
画
委
員
会
は
14
日
に
開
催
さ
れ

た
。
各
社
の
報
道
で
は
、
冒
頭
解
散
は
確

定
的
な
様
相
と
な
っ
て
い
た
。
企
画
委
員

会
で
は
、
党
首
討
論
に
招
く
政
党
の
要
件

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
昨
年
の
参
院
選
時

の
討
論
と
同
様
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
満

た
せ
ば
国
政
政
党
と
な
る
要
件「
国
会
議

員
５
人
以
上
が
所
属
」「
直
近
の
国
政
選
挙

で
２
％
以
上
の
得
票
が
あ
っ
た
」を
、
と

も
に
満
た
す
政
党
を
招
く
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
参
院
選
と
同
じ
顔
触
れ
の
代
表
質

問
団
で
今
回
も
臨
む
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　
27
日
の
公
示
が
見
え
る
と
、
事
務
局
の

担
当
は
26
日
の
討
論
会
開
催
を
決
め
打
ち

し
て
各
党
に
呼
び
掛
け
る
し
か
な
か
っ

た
。「
い
つ
開
催
す
る
の
か
」と
問
い
合

わ
せ
が
各
方
面
か
ら
く
る
中
、
開
催
ま
で

１
週
間
を
切
っ
て
や
っ
と
26
日
が
正
式
決

定
し
た
。

　
常
在
戦
場
を
旨
と
す
る
政
治
家
た
ち
も

今
回
は
大
わ
ら
わ
だ
っ
た
よ
う
で
、
政
党

に
連
絡
し
て
も
打
ち
返
し
が
な
い
状
況
が

生
じ
た
。
招
く
政
党
の
要
件
を
満
た
さ
ず

に
代
表
が
登
壇
で
き
な
い
減
税
日
本
・
ゆ

う
こ
く
連
合
、
日
本
保
守
党
、
社
会
民
主

党
、
チ
ー
ム
み
ら
い
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
討
論
会
の
中
で
流

す
用
意
が
あ
る
と
伝
え
て
い
た
が
、
４
党

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
そ
ろ
っ
た
の
は
、
開
催

当
日
だ
っ
た
。

　
か
か
わ
る
全
て
の
人
た
ち
が
バ
タ
バ
タ

だ
っ
た
割
に
は
、
あ
る
い
は
皆
が
同
様
に

バ
タ
バ
タ
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
26
日
午
後
１
時
過
ぎ
、
老
川
祥
一
理

事
長
が「
国
際
情
勢
が
大
き
く
変
動
し
て

い
る
中
で
日
本
の
針
路
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
選
挙
に
な
る
。
有
権
者
が
誤
り
の

な
い
選
択
が
で
き
る
よ
う
な
明
確
な
所

見
、判
断
材
料
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
討
論
会
は
始
ま
っ
た
。

�

（
江
木
）

バ
タ
バ
タ
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く

左
か
ら
田
村
智
子 

日
本
共
産
党
委
員
長
、
玉
木
雄
一

郎 

国
民
民
主
党
代
表
、
野
田
佳
彦 

中
道
改
革
連
合

共
同
代
表
、
高
市
早
苗 

自
由
民
主
党
総
裁
、
藤
田
文

武 

日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
、
神
谷
宗
幣 

参
政
党

代
表
、
大
石
晃
子 

れ
い
わ
新
選
組
共
同
代
表
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日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます� 今月のクラブゲス ト

八
や

代
しろ

 尚
なお

宏
ひろ

さん 昭和女子大学特命教授（右）

鈴
すず

木
き

 亘
わたる

さん 学習院大学教授（左）

　内閣府のプロジェク
トで結婚行動に関する
調査を実施した。夫婦
出生率1.9に対して合計
特殊出生率1.15（2024
年）と差があり、未婚
化が深刻だと指摘。調

査結果を基に結婚率引き上げのため「同棲関係カ
ップルに婚姻に準じた地位を与える」「自治体の少
子化対策費を住居費支援へ集約」などと提言した。
■１・21／出席：会15人、オ51人／「人口減少時代を生きる」
⑥ 経済学から見た結婚行動の変化／司会：小林伸年委員

田
た

中
なか

 浩
こう

一
いち

郎
ろう

さん 慶應義塾大学大学院教授

　「現体制の存続にハーメネイ師は
不可欠。米軍などが斬首作戦に乗
り出し、成功すれば体制崩壊に至る
蓋然性は高いが、それで民主化す
るかは別の話だ」「デモが鎮静化の
方向にあるのは同意するが、米国
やイスラエルがイランの内部崩壊
に向け活動しているとみている」

■１・23／出席：会19人、オ68人／「2026年初のイラン危機
とその行方」／司会：出川展恒委員

＊�下記のゲストの会見リポートは４～６ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

岡
おか

本
もと

 和
かず

真
ま

さん 米大リーグ ブルージェイズ選手

■１・11／出席：会64人、オ22人／司会：宮内正英委員

城
き

内
うち

 実
みのる

さん 経済財政担当相

■１・13／出席：会57人、オ54人／司会：菅野幹雄委員長

片
かた

山
やま

 さつきさん 財務相

■１・16／出席：会70人、オ88人／司会：菅野幹雄委員長

中
なか

空
ぞら

 麻
ま

奈
な

さん BNPパリバ証券グローバル
マーケット統括本部副会長

■１・19／出席：会35人、オ42人／「2026年経済展望－激動
の世界と日本を読む」①／司会：奥村茂三郎委員

た
40
分
だ
っ
た
。
直
接
素
振
り
を
見
て
も

ら
っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
」。
ミ
ス
タ
ー
の
魂
を
受
け
継
ぐ
男
が
、

海
を
渡
る
。

　
日
本
人
内
野
手
の
成
功
例
は
少
な
い
が

「
全
ポ
ジ
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
が
高
い
。
や
る

前
か
ら
で
き
る
で
き
な
い
な
ん
て
分
か
ら

な
い
」と
闘
志
を
燃
や
す
。「
ま
だ
何
も

成
し
遂
げ
て
な
い
の
に
い
い
ん
で
す
か

ね
」と
今
回
の
会
見
に
恐
縮
し
て
い
た
岡

本
は
言
っ
た
。「
次
は
活
躍
し
て
呼
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」。
必
ず
、

ま
た
来
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
ス
ポ
ー
ツ
部

小
野
寺
　
大

出
し
て
頑
張
り
た
い
」と
掲
げ
た
。

　
日
本
の
伝
統
球
団
を
背
負
っ
て
き
た
誇

り
が
あ
る
。
巨
人
の「
４
番
・
三
塁
」と

し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引
。「
入
団
し
た
頃

か
ら
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
４
番
サ
ー
ド
に
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
自
分
な
り
に
そ
こ
を
や
る
と
な

っ
た
時
は
全
う
し
よ
う
と
思
っ
た
」と
昨

年
６
月
に
89
歳
で
死
去
し
た
長
嶋
茂
雄
さ

ん
の
代
名
詞
で
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
守
っ

て
き
た
。
長
嶋
さ
ん
に
は
、
不
振
に
苦
し

ん
で
い
た
２
０
２
４
年
の
５
月
下
旬
に
病

室
に
呼
ば
れ
、
約
40
分
の
熱
血
指
導
を
受

け
た
こ
と
も
あ
る
。「
今
ま
で
で
一
番
、

張
り
詰
め
た
空
気
の
中
で
す
ご
く
集
中
し

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
見
場
は
終
始
、

和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
ブ
ル

ー
ジ
ェ
イ
ズ
入
団
が
決
ま
っ
た
岡
本
和
真

の
会
見
。〝
岡
本
節
〟で
笑
い
を
誘
う
だ
け

で
な
く
、
こ
だ
わ
り
も
垣
間
見
え
る
、
ら

し
さ
が
詰
ま
っ
た
１
時
間
だ
っ
た
。

　「
い
ず
れ
メ
ジ
ャ
ー
で
プ
レ
ー
す
る
と

い
う
の
を
目
標
に
し
て
い
た
」と
憧
れ
て

い
た
夢
舞
台
へ
の
挑
戦
が
決
ま
っ
て
も
、

冷
静
だ
っ
た
。
数
字
上
の
目
標
を
聞
か
れ

る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん「
最
低
ラ
イ
ン
」は

設
定
し
て
い
る
が「
目
標
を
決
め
ち
ゃ
う

と
数
字
に
と
ら
わ
れ
ち
ゃ
う
」と
口
に
し

て
こ
な
か
っ
た
。
目
の
前
の
一
球
、
一
打

席
の
積
み
重
ね
を
大
事
に
し
て
い
る
か
ら

こ
そ「
ま
ず
は
コ
ツ
コ
ツ
と
自
分
の
や
る

べ
き
こ
と
を
や
っ
て
、
そ
の
日
の
全
力
を

る
と「
本
当
に

申
し
訳
な
い
ん

で
す
け
ど
、
特

に
そ
う
い
う
も

の
は
な
い
」と

答
え
た
。
こ
れ

は
巨
人
時
代
か

ら
一
貫
し
て
い

岡
本

　和
真
　

米
大
リ
ー
グ
・
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
選
手

１月11日

「
ら
し
さ
」
が
詰
ま
っ
た
１
時
間
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片
山
　
さ
つ
き
　
財
務
相

１月16日

今
と
未
来
の
国
民
へ
の
「
責
任
」

型
経
済
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
分
水
嶺
だ
」

と
指
摘
し
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）や
半
導

体
な
ど
の
戦
略
分
野
に
積
極
投
資
す
る
考

え
を
示
し
た
。

　
積
極
財
政
で
景
気
を
下
支
え
す
る
手
法

に
対
し
て
は
、
金
融
市
場
で
財
政
規
律
の

緩
み
へ
の
警
戒
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。
質

疑
で
は
円
安
・
ド
ル
高
基
調
や
長
期
金
利

の
上
昇
に
関
す
る
質
問
が
相
次
い
だ
。
片

山
氏
か
ら
は「
財
政
が
持
続
可
能
だ
と
証

明
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の
信
認
を
確

保
し
た
い
」な
ど
と
、
市
場
を
意
識
し
た

発
言
も
目
立
っ
た
。

　
た
だ
、
財
政
健
全
化
の
具
体
策
は
踏
み

込
み
不
足
だ
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
租
税

特
別
措
置
や
補
助
金
の
見
直
し
を
通
じ
た

「
ワ
イ
ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ（
賢
い
支

出
）方
式
」で
債
務
残
高
対
国
内
総
生
産

比
の
引
き
下
げ
を
目
指
す
方
針
に
は
触
れ

た
も
の
の
、
改
革
効
果
は
未
知
数
だ
。

　
片
山
氏
が
多
用
し
た
の
が「
未
来
」と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
。
責
任
あ
る
積

極
財
政
も「
今
を
生
き
る
国
民
と
未
来
の

国
民
両
方
に
対
す
る
責
任
だ
」と
い
う
。

背
景
に
は
厳
し
い
国
際
情
勢
の
中
で
、
日

本
経
済
が
衰
退
す
れ
ば
国
際
的
な
地
位
も

保
て
な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。

来
た
る
衆
院
選
で
未
来
へ
の
明
確
な
展
望

を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
手

腕
が
問
わ
れ
て
い
る
。

読
売
新
聞
社
経
済
部
　
土
居
　
宏
之

ン
ド
が
改
善
す

る
好
循
環
を
実

現
す
る
方
針

だ
。
予
算
編
成

の
手
綱
を
握
る

片
山
氏
は
近
年

の
経
済
環
境
に

つ
い
て
、「
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
型

経
済
か
ら
成
長

　
記
者
会
見
は
衆
院
解
散
の
見
通
し
が
報

じ
ら
れ
る
中
で
行
わ
れ
た
。
片
山
氏
は
高

市
政
権
の
掲
げ
る「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」に
よ
っ
て「
強
い
経
済
」と
財
政
の
持

続
可
能
性
を
両
立
さ
せ
る
と
強
調
し
、
衆

院
選
は
経
済
政
策
で「
国
民
の
審
判
を
い

た
だ
く
」場
に
な
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
片
山
氏
は
財
務
官
僚
と
し
て
女
性
初
の

主
計
官
を
務
め
た
経
歴
を
持
ち
、
昨
年
10

月
、
旧
大
蔵
省
時
代
を
含
め
て
女
性
で
初

め
て
の
財
務
相
に
就
任
し
た
。
会
見
で
は

「
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
女
性
首
相
の

も
と
、
同
じ
く
女
性
財
務
相
と
し
て
変
化

に
耐
え
う
る
財
政
を
マ
ネ
ー
ジ
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
高
市
政
権
は
戦
略
的
な
財
政
出
動
で
国

内
の
供
給
力
を
高
め
、
所
得
や
消
費
マ
イ

城
内
　
実
　
経
済
財
政
担
当
相

１月13日

成
長
の
け
ん
引
役
に
防
衛
産
業

が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
目
を
引
く
。「
安

全
保
障
」「
危
機
管
理
」と
来
て
、「
防
衛

産
業
」で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
経
済
の
リ

ー
ド
役
は
長
年
、
民
生
品
の
平
和
産
業
だ

っ
た
が
、
高
市
政
権
は
経
済
成
長
の
け
ん

引
役
に
軍
事
産
業
を
堂
々
と
明
記
し
た
初

の
政
権
で
あ
る
。

　
防
衛
産
業
に
よ
る
経
済
成
長
に
つ
い

て
、
城
内
氏
は「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術

の
研
究
開
発
に
よ
っ
て
防
衛
力
の
強
化
に

貢
献
で
き
る
」と
語
る
。
宇
宙
、
Ａ
Ｉ
、

半
導
体
な
ど
民
生
品
と
し
て
開
発
さ
れ
た

技
術
を
軍
事
転
用
し
た
い
ら
し
い
が
、
さ

て
本
当
に
経
済
成
長
で
き
る
の
か
。

　
城
内
氏
は
20
年
余
り
前
、
小
泉
郵
政
選

挙
で
刺
客
の
片
山
さ
つ
き
氏
と
浜
松
の
小

選
挙
区
で
争
っ
た
と
き
に
取
材
し
た
こ
と

が
あ
る
。
彼
は
当
時
、
片
山
氏
を
指
し
て

「
非
常
に
目
立
ち
、
華
が
あ
る
人
で
す
」

と
言
い
、
顔
が
緊
張
で
こ
わ
ば
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
結
局
、僅
差
で
落
選
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
、「
も
う
お
し
ま
い
、

勝
て
る
わ
け
が
な
い
と
言
わ
れ
る
な
か
、

毎
日
こ
つ
こ
つ
や
り
ま
し
た
」。
す
る
と

勝
て
た
。
や
や
牽け

ん

強き
ょ
う

付ふ

会か
い

だ
が
、
だ
か
ら

日
本
経
済
の
成
長
に
も
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

が
必
要
と
い
う
。「
皆
が
そ
う
思
え
ば
そ

う
な
る
」と
プ
ラ
シ
ー
ボ
効
果
を
期
待
す

る
。
そ
の
因
縁
の
片
山
氏
も
財
務
相
と
し

て
入
閣
し
た
。

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
大
鹿
　
靖
明

　
高
市
早
苗
内

閣
の
閣
僚
と
し

て
は
、
先
陣
を

切
っ
て
の
当
ク

ラ
ブ
へ
の
お
出

ま
し
と
な
っ

た
。
城
内
実
氏

は
、
高
市
政
権

の
看
板
政
策

「
責
任
あ
る
積

極
財
政
」の
司
令
塔
役
で
あ
る
。

　「
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
」と
呼
ば
れ
る
経

済
政
策
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
も
の
と
い
う
。
積
極

財
政
は
決
し
て「
野
放
図
な
ば
ら
ま
き
」

で
は
な
く
、
経
済
安
全
保
障
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
な
ど「
安
全
保
障
」を
意
識

し
、「
リ
ス
ク
や
社
会
課
題
に
先
手
を
打

っ
て
投
資
し
」、
そ
れ
に
よ
っ
て「
日
本

の
さ
ら
な
る
成
長
を
実
現
す
る
」と
力
説

し
た
。

　
掲
げ
た
の
が
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
の
肝
で

あ
る「
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
」に

よ
る
経
済
成
長
策
で
あ
る
。
半
導
体
、
Ａ

Ｉ
、
造
船
な
ど
17
分
野
に
政
策
を
総
動
員

し
て
経
済
成
長
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
触

れ
込
み
で
、
こ
の
17
分
野
に「
防
衛
産
業
」

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37104/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37113/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37105/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37095/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37102/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37066/report
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片
山
　
さ
つ
き
　
財
務
相

１月16日

今
と
未
来
の
国
民
へ
の
「
責
任
」

型
経
済
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
分
水
嶺
だ
」

と
指
摘
し
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）や
半
導

体
な
ど
の
戦
略
分
野
に
積
極
投
資
す
る
考

え
を
示
し
た
。

　
積
極
財
政
で
景
気
を
下
支
え
す
る
手
法

に
対
し
て
は
、
金
融
市
場
で
財
政
規
律
の

緩
み
へ
の
警
戒
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。
質

疑
で
は
円
安
・
ド
ル
高
基
調
や
長
期
金
利

の
上
昇
に
関
す
る
質
問
が
相
次
い
だ
。
片

山
氏
か
ら
は「
財
政
が
持
続
可
能
だ
と
証

明
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の
信
認
を
確

保
し
た
い
」な
ど
と
、
市
場
を
意
識
し
た

発
言
も
目
立
っ
た
。

　
た
だ
、
財
政
健
全
化
の
具
体
策
は
踏
み

込
み
不
足
だ
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
租
税

特
別
措
置
や
補
助
金
の
見
直
し
を
通
じ
た

「
ワ
イ
ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ（
賢
い
支

出
）方
式
」で
債
務
残
高
対
国
内
総
生
産

比
の
引
き
下
げ
を
目
指
す
方
針
に
は
触
れ

た
も
の
の
、
改
革
効
果
は
未
知
数
だ
。

　
片
山
氏
が
多
用
し
た
の
が「
未
来
」と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
。
責
任
あ
る
積

極
財
政
も「
今
を
生
き
る
国
民
と
未
来
の

国
民
両
方
に
対
す
る
責
任
だ
」と
い
う
。

背
景
に
は
厳
し
い
国
際
情
勢
の
中
で
、
日

本
経
済
が
衰
退
す
れ
ば
国
際
的
な
地
位
も

保
て
な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。

来
た
る
衆
院
選
で
未
来
へ
の
明
確
な
展
望

を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
手

腕
が
問
わ
れ
て
い
る
。

読
売
新
聞
社
経
済
部
　
土
居
　
宏
之

ン
ド
が
改
善
す

る
好
循
環
を
実

現
す
る
方
針

だ
。
予
算
編
成

の
手
綱
を
握
る

片
山
氏
は
近
年

の
経
済
環
境
に

つ
い
て
、「
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
型

経
済
か
ら
成
長

　
記
者
会
見
は
衆
院
解
散
の
見
通
し
が
報

じ
ら
れ
る
中
で
行
わ
れ
た
。
片
山
氏
は
高

市
政
権
の
掲
げ
る「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」に
よ
っ
て「
強
い
経
済
」と
財
政
の
持

続
可
能
性
を
両
立
さ
せ
る
と
強
調
し
、
衆

院
選
は
経
済
政
策
で「
国
民
の
審
判
を
い

た
だ
く
」場
に
な
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
片
山
氏
は
財
務
官
僚
と
し
て
女
性
初
の

主
計
官
を
務
め
た
経
歴
を
持
ち
、
昨
年
10

月
、
旧
大
蔵
省
時
代
を
含
め
て
女
性
で
初

め
て
の
財
務
相
に
就
任
し
た
。
会
見
で
は

「
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
女
性
首
相
の

も
と
、
同
じ
く
女
性
財
務
相
と
し
て
変
化

に
耐
え
う
る
財
政
を
マ
ネ
ー
ジ
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
高
市
政
権
は
戦
略
的
な
財
政
出
動
で
国

内
の
供
給
力
を
高
め
、
所
得
や
消
費
マ
イ

城
内
　
実
　
経
済
財
政
担
当
相

１月13日

成
長
の
け
ん
引
役
に
防
衛
産
業

が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
目
を
引
く
。「
安

全
保
障
」「
危
機
管
理
」と
来
て
、「
防
衛

産
業
」で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
経
済
の
リ

ー
ド
役
は
長
年
、
民
生
品
の
平
和
産
業
だ

っ
た
が
、
高
市
政
権
は
経
済
成
長
の
け
ん

引
役
に
軍
事
産
業
を
堂
々
と
明
記
し
た
初

の
政
権
で
あ
る
。

　
防
衛
産
業
に
よ
る
経
済
成
長
に
つ
い

て
、
城
内
氏
は「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術

の
研
究
開
発
に
よ
っ
て
防
衛
力
の
強
化
に

貢
献
で
き
る
」と
語
る
。
宇
宙
、
Ａ
Ｉ
、

半
導
体
な
ど
民
生
品
と
し
て
開
発
さ
れ
た

技
術
を
軍
事
転
用
し
た
い
ら
し
い
が
、
さ

て
本
当
に
経
済
成
長
で
き
る
の
か
。

　
城
内
氏
は
20
年
余
り
前
、
小
泉
郵
政
選

挙
で
刺
客
の
片
山
さ
つ
き
氏
と
浜
松
の
小

選
挙
区
で
争
っ
た
と
き
に
取
材
し
た
こ
と

が
あ
る
。
彼
は
当
時
、
片
山
氏
を
指
し
て

「
非
常
に
目
立
ち
、
華
が
あ
る
人
で
す
」

と
言
い
、
顔
が
緊
張
で
こ
わ
ば
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
結
局
、僅
差
で
落
選
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
、「
も
う
お
し
ま
い
、

勝
て
る
わ
け
が
な
い
と
言
わ
れ
る
な
か
、

毎
日
こ
つ
こ
つ
や
り
ま
し
た
」。
す
る
と

勝
て
た
。
や
や
牽け

ん

強き
ょ
う

付ふ

会か
い

だ
が
、
だ
か
ら

日
本
経
済
の
成
長
に
も
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

が
必
要
と
い
う
。「
皆
が
そ
う
思
え
ば
そ

う
な
る
」と
プ
ラ
シ
ー
ボ
効
果
を
期
待
す

る
。
そ
の
因
縁
の
片
山
氏
も
財
務
相
と
し

て
入
閣
し
た
。

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
大
鹿
　
靖
明

　
高
市
早
苗
内

閣
の
閣
僚
と
し

て
は
、
先
陣
を

切
っ
て
の
当
ク

ラ
ブ
へ
の
お
出

ま
し
と
な
っ

た
。
城
内
実
氏

は
、
高
市
政
権

の
看
板
政
策

「
責
任
あ
る
積

極
財
政
」の
司
令
塔
役
で
あ
る
。

　「
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
」と
呼
ば
れ
る
経

済
政
策
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
も
の
と
い
う
。
積
極

財
政
は
決
し
て「
野
放
図
な
ば
ら
ま
き
」

で
は
な
く
、
経
済
安
全
保
障
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
な
ど「
安
全
保
障
」を
意
識

し
、「
リ
ス
ク
や
社
会
課
題
に
先
手
を
打

っ
て
投
資
し
」、
そ
れ
に
よ
っ
て「
日
本

の
さ
ら
な
る
成
長
を
実
現
す
る
」と
力
説

し
た
。

　
掲
げ
た
の
が
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
の
肝
で

あ
る「
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
」に

よ
る
経
済
成
長
策
で
あ
る
。
半
導
体
、
Ａ

Ｉ
、
造
船
な
ど
17
分
野
に
政
策
を
総
動
員

し
て
経
済
成
長
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
触

れ
込
み
で
、
こ
の
17
分
野
に「
防
衛
産
業
」
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「
２
０
２
６
年
経
済
展
望
―
激
動
の

世
界
と
日
本
を
読
む
」①

中
空
　
麻
奈
　

Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
統

括
本
部
副
会
長

１月19日

財
政
「
確
実
に
悪
く
な
る
」

ご
い
こ
と
は
起
き
ず
、
安
定
し
た
相
場
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」と
の
見
通
し
を
示

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
起
こ
り
そ
う
も
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
起
こ
っ
て
し
ま
う

と
経
済
や
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

リ
ス
ク
で
あ
る「
グ
レ
ー
ス
ワ
ン（
灰
色

の
白
鳥
）」と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
の
政
権
運
営
に
よ
る
地
政
学
リ
ス
ク
の

増
大
や
原
油
価
格
の
変
動
、
関
税
と
移
民

の
政
策
が
米
国
経
済
に
与
え
る
影
響
、
人

工
知
能（
Ａ
Ｉ
）バ
ブ
ル
崩
壊
と
中
小
企

業
向
け
貸
し
出
し
を
原
資
と
し
た
証
券
で

あ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
市
場

へ
の
連
鎖
な
ど
を
検
証
し
た
。

　
中
空
氏
は
、
グ
レ
ー
ス
ワ
ン
の
一
つ
と

し
て
、「
世
界
の
財
政
膨
張
、
債
券
市
場

と
格
下
げ
」も
取
り
上
げ
た
。
日
本
は
、

現
状
は
ま
だ
金
利
や
円
相
場
が
低
水
準
な

一
方
、
物
価
や
経
済
成
長
率
は
上
昇
し
、

企
業
業
績
や
税
収
は
上
が
る
た
め
、
財
政

を
拡
大
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
悪
化
し
な
い

「
財
政
ボ
ー
ナ
ス
期
」で
、
本
当
は
こ
の

２
～
３
年
の
間
に
財
政
健
全
化
を
軌
道
に

乗
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
衆
院
選

に
向
け
、
主
要
な
与
野
党
が
そ
ろ
っ
て
消

費
税
減
税
を
訴
え
て
い
る
こ
と
を
批
判
。

「
将
来
を
考
え
て
選
挙
行
動
に
出
よ
う
と
、

私
も
頑
張
っ
て
発
信
す
る
し
、
メ
デ
ィ
ア

も
ぜ
ひ
発
信
を
」と
呼
び
掛
け
た
。

時
事
通
信
社
編
集
委
員
　
小
代
田
　
淳
一

年
は
、
世
界
の

経
済
は
安
定
的

な
成
長
を
継
続

し
、
物
価
に
関

し
て
も
そ
れ
ほ

ど
特
異
な
こ
と

は
な
い
と
し

て
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

も「
あ
ま
り
す

　
長
年
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
ア
ナ
リ
ス
ト
や

ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
と
し
て
債
券
市
場
を
分

析
し
、
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民

間
議
員
も
務
め
た
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
の

中
空
麻
奈
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
統
括

本
部
副
会
長
は
、
日
本
の
財
政
に
つ
い
て

「
し
ば
ら
く
は
良
く
な
る
が
、
こ
の
後
は

確
実
に
悪
く
な
る
」と
強
調
し
た
。
そ
の

上
で
、「
こ
の
こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
も
私
も

国
民
に
伝
え
切
れ
て
お
ら
ず
、
大
い
に
反

省
を
し
、
今
こ
そ
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
訴
え
た
。

　
中
空
氏
は
、
２
０
２
６
年
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
市
場
の
見
通
し
を
テ
ー
マ
に
会
見
。
同

Ｉ
Ｔ
編
⑦

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
の
現
在
地

１
・
10
／
講
師
：
徳
力
基
彦 

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
ブ
ロ
ガ
ー
／
出
席
：
ウ
ェ
ブ
21

人■個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信 

意
味
が
あ
る

　
２
０
１
４
年
に
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
コ
ン

テ
ン
ツ
を
発
表
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ

は
会
員
数
一
千
万
人
を
超
え
、
記
事
は
６

千
万
件
以
上
、
月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ

ー
数
は
７
３
５
９
万
に
上
る
。
徳
力
さ
ん

は
記
者
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に「
こ
れ
ま

で
後
ろ
向
き
な
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
多
か
っ

た
と
思
う
。
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
に
な
っ
て
個
人
の
名
前
が
あ
る
意
味
は

あ
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
な
っ
て
ま
す
ま

す
変
わ
る
と
思
う
」と
強
調
し
た
。

調
査
報
道
⑥

「
女
子
高
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰
め
殺
人
事

件
」加
害
者
の「
そ
の
後
」を
追
っ
て

１
・
17
／
講
師
：
山
﨑
裕
侍 

北
海
道
放
送
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
セ
ン
タ
ー
報
道
部
デ
ス
ク
／
出

席
：
会
場
11
人
、
ウ
ェ
ブ
27
人

■「
ど
う
一
緒
に
生
き
て
い
く
か
」

　
山
﨑
さ
ん
は
１
９
８
９
年
に
起
き
た

「
女
子
高
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰
め
殺
人
事

件
」の
加
害
者
や
家
族
ら
を
取
材
し
た
本

を
１
月
に
出
版
し
た
。
元「
ニ
ュ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
、
２
０

０
０
年
か
ら
同
事
件
の
取
材
を
始
め
た
。

当
時
は
少
年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
が
相
次
ぎ

土
曜
記
者
ゼ
ミ

少
年
法
改
正
の
議
論
が
活
発
だ
っ
た
が
、

「
少
年
は
更
生
し
た
の
か
、
誰
も
取
材
を

し
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
」。
ま

た
事
件
当
時
、
被
害
者
と
加
害
者
の
一
人

は
17
歳
。同
世
代
と
し
て「
な
ぜ
こ
ん
な
事

件
を
起
こ
し
た
の
か
」と
い
う
疑
問
が
あ

り
、関
係
者
へ
の
取
材
を
始
め
た
と
い
う
。

　
24
年
、
準
主
犯
格
の
元
少
年
の
義
兄
か

ら
連
絡
を
受
け
、
少
年
が
死
亡
し
て
い
た

こ
と
を
知
っ
た
。
加
害
者
へ
の
バ
ッ
シ
ン

グ
が
続
く
不
寛
容
な
社
会
な
ど
に
問
題
意

識
が
あ
り
、「
共
感
で
き
な
い
相
手
と
ど

う
理
性
を
持
っ
て
向
き
合
い
、
ど
う
一
緒

に
生
き
て
い
く
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」と
の
思
い
で
取
材
し
た
と
語

っ
た
。

サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ
⑥

「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
聞
き
に
く
い
10
の
コ
ト
〜

企
業
目
線
の
サ
イ
バ
ー
報
道
を
考
え
る
」

１
・
19
／
講
師
：
淵
上
真
一 N

EC
 C

orporate 
Executive C

ISO

兼
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
戦
略
統
括
部
統
括
部
長
、
高
橋
正
和 

日
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協
会
副
会
長

C
ISO

支
援W

G

リ
ー
ダ
ー
、（
株
）Preferred 

N
etw

orks

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
／

出
席
：
会
場
28
人
、
ウ
ェ
ブ
27
人

　
企
業
内
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
統

括
す
る
責
任
者
、Chief Inform

ation 
Security O

ffi
cer

＝
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
２
人

が
登
壇
し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
時
の
対
応
な

ど
を
語
っ
た
。

 

（
す
べ
て
事
務
局
）
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国
際
秩
序 

崩
れ
ゆ
く
感
覚

電
光
石
火
の
拘
束
に
衝
撃

正
月
気
分
は
一
瞬
で
吹
き
飛
ん
だ
。
米

東
部
時
間
１
月
３
日
未
明
、
夜
更
か
し
し

て
ぼ
ん
や
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
眺
め
て
い
る
と
、

唐
突
に「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
首
都
カ
ラ
カ
ス

で
複
数
回
の
爆
発
音
が
あ
っ
た
」と
い
う

投
稿
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
米
国
が
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
を
攻
撃
し
、
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
を

拘
束
し
た
電
光
石
火
の
作
戦
の
始
ま
り
だ

っ
た
。

攻
撃
が
言
わ
れ
て
は
い
た
が

攻
撃
自
体
に
驚
き
は
な
か
っ
た
。
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
が
昨
年
11
月
か
ら
、
対
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
地
上
作
戦
に
繰
り
返
し
言
及
し

て
い
た
か
ら
だ
。
同
時
期
か
ら
カ
リ
ブ
海

に
配
備
し
た
米
海
軍
の
最
新
鋭
空
母
も
、

麻
薬
密
輸
船
の
取
り
締
ま
り
に
は
あ
ま
り

に
不
釣
り
合
い
だ
っ
た
。

12
月
17
日
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
民
向
け

に
テ
レ
ビ
演
説
す
る
前
に
は
、「
対
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
攻
撃
を
表
明
す
る
」と
の
う
わ
さ

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
れ
、
報
道
各
社
は
準
備
を

迫
ら
れ
た
。
結
局
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
１
年

間
の
実
績
を
誇
示
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

た
だ
、
ち
ま
た
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
本

気
度
を
い
ぶ
か
し
む
見
方
も
根
強
か
っ

た
。
実
際
、
私
が
今
年
１
月
２
日
に
食
事

を
共
に
し
た
米
軍
関
係
者
の
友
人
も「
ト

ラ
ン
プ
は
本
格
的
な
侵
攻
は
し
な
い
だ
ろ

う
。
脅
し
て
い
る
だ
け
だ
」と
予
想
し
て

い
た
。

仮
に
攻
撃
す
る
に
し
て
も
、
作
戦
の
内

容
は
事
前
に
は
全
く
見
当
が
付
か
な
か
っ

た
。
社
内
で
準
備
を
進
め
て
い
て
も
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
国
内
の
麻
薬
製
造
施
設
を
攻
撃

す
る
だ
け
か
？
　
軍
事
基
地
も
攻
撃
対
象

か
？
　
な
ど
の
議
論
に
終
始
し
て
い
た
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
は
ロ
シ
ア
製
防
空
シ
ス
テ

ム
な
ど
洗
練
さ
れ
た
兵
器
が
あ
り
、
戦
争

が
始
ま
っ
て
も
す
ぐ
に
決
着
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
カ
ラ
カ
ス
で
の
爆
発
音
の

数
時
間
後
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
マ
ド
ゥ
ロ
氏
を
拘
束
し
た
」と
発
表
し

た
時
は
衝
撃
を
受
け
た
。
米
軍
の
作
戦
能

力
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

作
戦
上
回
る
驚
き
の
発
言
次
々

し
か
し
、
夜
が
明
け
た
後
に
南
部
フ
ロ

リ
ダ
州
で
開
か
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
記
者

会
見
は
、
拘
束
作
戦
の
衝
撃
さ
え
も
超
え

る
驚
き
の
内
容
だ
っ
た
。「
米
国
が
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
を
運
営
す
る
」と
主
張
し
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
主
権
、
石
油
、
全
て
を
我
が
物

に
し
た
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
た
か

ら
だ
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
そ
の
後
の
言
動
も
驚

き
に
拍
車
を
掛
け
た
。「
軍
事
作
戦
」の

成
功
を
自
慢
し
た
直
後
に
、
国
際
法
違
反

と
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
に「
合
法
的
な

法
執
行
作
戦
だ
っ
た
」と
強
弁
。
か
と
思

え
ば
、
ミ
ラ
ー
大
統
領
次
席
補
佐
官
は

「
力
に
よ
る
支
配
」を
表
明
す
る
な
ど
、

無
秩
序
な
発
言
が
政
権
内
部
か
ら
次
々
と

繰
り
出
さ
れ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
公
表
し
た
作
戦
の

様
子
を
見
守
る
政
権
幹
部
を
写
し
た
写
真

は
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
が
２
０
１
１
年
に

ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
容
疑
者
を
殺
害

し
た
作
戦
を
見
守
っ
た
写
真
と
そ
っ
く
り

だ
っ
た
。
た
だ
、「
法
執
行
作
戦
」と
の

主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ン
デ
ィ
司
法

長
官
や
パ
テ
ル
連
邦
捜
査
局（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）

長
官
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。

作
戦
の
成
功
に
気
を
大
き
く
し
た
の

か
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
軍
事
的
冒
険
心
は
歯

止
め
が
き
か
な
く
な
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
や

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
に
対
す
る

軍
事
介
入
を
主
張
し
、
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃

も
示
唆
。
さ
ら
に
は
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）に
加
盟
す
る
同
盟
国
デ
ン
マ

ー
ク
の
自
治
領
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
領
有

ま
で
要
求
し
て
い
る
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
暫
定
大

統
領
が
対
米
協
調
を
選
び
、
こ
れ
ま
で
大

き
な
混
乱
は
生
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

同
盟
国
が
敵
対
国
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、

独
立
国
家
の
主
権
が「
米
国
の
国
益
」の

名
の
下
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
く
。
戦
後

の
国
際
秩
序
が
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
く

よ
う
な
感
覚
に
な
り
な
が
ら
、
２
０
２
６

年
が
平
和
な
年
に
な
る
よ
う
祈
念
し
た
元

日
が
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
た
。

（
１
月
24
日
記
）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

トランプ米大統領の邸宅「マールアラーゴ」で対ベネズエ
ラ作戦を見守るトランプ氏（中央）ら（１月３日/南部フロリダ
州パームビーチ/米ホワイトハウス提供）

ひ
ぐ
ち
・
ゆ
う
▼
2
0
0
3
年
入
社
　
大
阪
支

社
編
集
部
　
経
済
部
　
政
治
部
　
ロ
ン
ド
ン
特

派
員
な
ど
を
経
て
　
22
年
か
ら
現
職
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だ
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Ｎ
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が
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は
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が
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に
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き
は
な
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。
ト
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プ
米
大
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が
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11
月
か
ら
、
対
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ネ
ズ
エ
ラ
地
上
作
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に
繰
り
返
し
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及
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た
か
ら
だ
。
同
時
期
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ら
カ
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海

に
配
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し
た
米
海
軍
の
最
新
鋭
空
母
も
、

麻
薬
密
輸
船
の
取
り
締
ま
り
に
は
あ
ま
り

に
不
釣
り
合
い
だ
っ
た
。

12
月
17
日
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
民
向
け

に
テ
レ
ビ
演
説
す
る
前
に
は
、「
対
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
攻
撃
を
表
明
す
る
」と
の
う
わ
さ

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
れ
、
報
道
各
社
は
準
備
を

迫
ら
れ
た
。
結
局
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
１
年

間
の
実
績
を
誇
示
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

た
だ
、
ち
ま
た
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
本

気
度
を
い
ぶ
か
し
む
見
方
も
根
強
か
っ

た
。
実
際
、
私
が
今
年
１
月
２
日
に
食
事

を
共
に
し
た
米
軍
関
係
者
の
友
人
も「
ト

ラ
ン
プ
は
本
格
的
な
侵
攻
は
し
な
い
だ
ろ

う
。
脅
し
て
い
る
だ
け
だ
」と
予
想
し
て

い
た
。

仮
に
攻
撃
す
る
に
し
て
も
、
作
戦
の
内

容
は
事
前
に
は
全
く
見
当
が
付
か
な
か
っ

た
。
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内
で
準
備
を
進
め
て
い
て
も
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
国
内
の
麻
薬
製
造
施
設
を
攻
撃

す
る
だ
け
か
？
　
軍
事
基
地
も
攻
撃
対
象

か
？
　
な
ど
の
議
論
に
終
始
し
て
い
た
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
は
ロ
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ア
製
防
空
シ
ス
テ

ム
な
ど
洗
練
さ
れ
た
兵
器
が
あ
り
、
戦
争

が
始
ま
っ
て
も
す
ぐ
に
決
着
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
カ
ラ
カ
ス
で
の
爆
発
音
の

数
時
間
後
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
マ
ド
ゥ
ロ
氏
を
拘
束
し
た
」と
発
表
し

た
時
は
衝
撃
を
受
け
た
。
米
軍
の
作
戦
能

力
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

作
戦
上
回
る
驚
き
の
発
言
次
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し
か
し
、
夜
が
明
け
た
後
に
南
部
フ
ロ

リ
ダ
州
で
開
か
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
記
者

会
見
は
、
拘
束
作
戦
の
衝
撃
さ
え
も
超
え

る
驚
き
の
内
容
だ
っ
た
。「
米
国
が
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
を
運
営
す
る
」と
主
張
し
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
主
権
、
石
油
、
全
て
を
我
が
物

に
し
た
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
た
か

ら
だ
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
そ
の
後
の
言
動
も
驚

き
に
拍
車
を
掛
け
た
。「
軍
事
作
戦
」の

成
功
を
自
慢
し
た
直
後
に
、
国
際
法
違
反

と
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
に「
合
法
的
な

法
執
行
作
戦
だ
っ
た
」と
強
弁
。
か
と
思

え
ば
、
ミ
ラ
ー
大
統
領
次
席
補
佐
官
は

「
力
に
よ
る
支
配
」を
表
明
す
る
な
ど
、

無
秩
序
な
発
言
が
政
権
内
部
か
ら
次
々
と

繰
り
出
さ
れ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
公
表
し
た
作
戦
の

様
子
を
見
守
る
政
権
幹
部
を
写
し
た
写
真

は
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
が
２
０
１
１
年
に

ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
容
疑
者
を
殺
害

し
た
作
戦
を
見
守
っ
た
写
真
と
そ
っ
く
り

だ
っ
た
。
た
だ
、「
法
執
行
作
戦
」と
の

主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ン
デ
ィ
司
法

長
官
や
パ
テ
ル
連
邦
捜
査
局（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）

長
官
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。

作
戦
の
成
功
に
気
を
大
き
く
し
た
の

か
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
軍
事
的
冒
険
心
は
歯

止
め
が
き
か
な
く
な
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
や

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
に
対
す
る

軍
事
介
入
を
主
張
し
、
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃

も
示
唆
。
さ
ら
に
は
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）に
加
盟
す
る
同
盟
国
デ
ン
マ

ー
ク
の
自
治
領
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
領
有

ま
で
要
求
し
て
い
る
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
暫
定
大

統
領
が
対
米
協
調
を
選
び
、
こ
れ
ま
で
大

き
な
混
乱
は
生
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

同
盟
国
が
敵
対
国
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、

独
立
国
家
の
主
権
が「
米
国
の
国
益
」の

名
の
下
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
く
。
戦
後

の
国
際
秩
序
が
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
く

よ
う
な
感
覚
に
な
り
な
が
ら
、
２
０
２
６

年
が
平
和
な
年
に
な
る
よ
う
祈
念
し
た
元

日
が
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
た
。

（
１
月
24
日
記
）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

トランプ米大統領の邸宅「マールアラーゴ」で対ベネズエ
ラ作戦を見守るトランプ氏（中央）ら（１月３日/南部フロリダ
州パームビーチ/米ホワイトハウス提供）
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「
核
保
有
」め
ぐ
る
オ
フ
レ
コ
発
言�

松
田

　京
平（
朝
日
新
聞
社
政
治
部
長
）

記
事
化
は
報
道
機
関
の
責
務

ニ
ュ
ー
ス
性
、
公
益
性
を
判
断

記
者
は
取
材
相
手
の
言
葉
に
ど
れ
だ
け

敏
感
に
反
応
で
き
る
か
が
勝
負
だ
。
２
０

２
５
年
12
月
、
首
相
官
邸
幹
部
が
発
言
者

の
実
名
を
明
か
さ
な
い
条
件
で
開
か
れ
た

場
で
、「
日
本
は
核
保
有
す
べ
き
だ
」と
発

言
し
た
。発
言
に
ニ
ュ
ー
ス
性
が
あ
れ
ば
、

報
道
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
日
新
聞

の
記
事
を
め
ぐ
り
、
様
々
な
ご
批
判
や
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、
記
事
化
は
報
道

機
関
と
し
て
の
責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

首
相
官
邸
幹
部
に
よ
る
発
言
が
あ
っ
た

の
は
、
25
年
12
月
18
日
午
後
。
首
相
官
邸

で
10
社
を
超
え
る
記
者
が
集
ま
り
、
発
言

者
の
実
名
を
明
か
さ
な
い
条
件
で
報
じ
ら

れ
る
非
公
式
取
材
に
応
じ
た
場
だ
っ
た
。

幹
部
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
厳
し
い
安
全

保
障
環
境
を
踏
ま
え
、
個
人
の
見
解
と
し

つ
つ
、「
日
本
は
核
兵
器
を
保
有
す
べ
き

だ
」と
の
考
え
を
示
し
た
。
実
際
に
政
権

内
で
議
論
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）体
制
と

の
兼
ね
合
い
な
ど
か
ら
実
現
は
難
し
い
と

も
指
摘
し
た
。非
核
三
原
則
の
見
直
し
は
、

政
治
的
な
体
力
が
必
要
に
な
る
と
の
見
方

も
提
示
し
た
。

こ
の
幹
部
は
、
高
市
早
苗
首
相
に
対
し

安
全
保
障
政
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
具
申

を
す
る
立
場
に
あ
る
。
政
府
見
解
と
異
な

る
発
言
で
あ
り
、
朝
日
新
聞
か
ら
出
席
し

た
記
者
も
、
報
告
を
受
け
た
官
邸
キ
ャ
ッ

プ
、
担
当
デ
ス
ク
も
ニ
ュ
ー
ス
性
や
公
益

性
が
高
い
内
容
と
判
断
し
た
。

実
名
は
明
か
さ
な
い
ル
ー
ル

朝
日
新
聞
は
18
日
午
後
９
時
26
分
に
デ

ジ
タ
ル
版
で
報
じ
た
。
記
事
は
匿
名
と
し

つ
つ
、
幹
部
が
首
相
に
具
申
で
き
る
立
場

で
あ
る
こ
と
を
明
記
。
で
き
る
限
り
本
人

の
発
言
を
余
さ
ず
伝
え
る
こ
と
に
留
意
し

た
。各

社
も
同
日
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て
報

道
。
翌
19
日
に
は
、
自
民
党
の
中
谷
元
・

前
防
衛
相
ら
が
公
然
と
発
言
を
批
判
し
た

ほ
か
、
立
憲
民
主
党
の
野
田
佳
彦
代
表
や

被
爆
地
広
島
の
選
出
で
も
あ
る
公
明
党
の

斉
藤
鉄
夫
代
表（
当
時
）ら
野
党
幹
部
が

更
迭
を
求
め
る
な
ど
波
紋
は
広
が
っ
た
。

今
回
の
報
道
に
関
し
て
、
主
に
２
つ
の

論
点
が
あ
る
と
思
う
。
一
つ
は
非
公
式
取

材
の
ル
ー
ル
、
も
う
一
つ
は「
な
ぜ
匿
名

な
の
か
」と
い
う
点
だ
。

政
治
取
材
の
現
場
で
は
、
非
公
式
取
材

と
し
て
発
言
者
の
実
名
を
出
さ
ず
に
発
言

を
引
用
で
き
る「
オ
フ
レ
コ
」と
、
発
言

そ
の
も
の
を
一
切
報
じ
る
こ
と
な
く
背
景

事
情
な
ど
を
説
明
す
る「
完
全
オ
フ
レ

コ
」が
あ
る
。
今
回
の
取
材
は
前
者
で
あ

り
、
朝
日
新
聞
は
実
名
を
出
さ
ず
に
発
言

を
報
じ
た
。
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
報
じ
る
べ

き
こ
と
を
報
じ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
般
読
者
に
は
オ
フ
レ
コ
を

め
ぐ
る
取
材
・
報
道
の
ル
ー
ル
は
わ
か
り

に
く
い
。
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
不
信
感

も
あ
る
中
で
、
匿
名
報
道
に
対
す
る
批
判

が
あ
る
こ
と
は
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
方
、
例
え
ば
外
交
や
安
全
保
障
の
分

野
な
ど
を
中
心
に
、
記
事
に
は
で
き
な
く

て
も
背
景
事
情
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

情
報
を
取
材
対
象
者
か
ら
得
る
こ
と
は
、

知
る
権
利
に
資
す
る
大
切
な
機
会
だ
。
メ

デ
ィ
ア
側
だ
け
で
な
く
、
政
府
側
も
ミ
ス

リ
ー
ド
を
避
け
る
た
め
に
大
事
な
機
会
と

と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
は
権
力
と
メ
デ
ィ

ア
の
癒
着
で
は
な
く
、
緊
張
関
係
の
中
で

成
立
さ
せ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
。

た
ゆ
ま
ぬ
検
証
続
け
た
い

そ
の
た
め
に
も
、
非
公
式
取
材
で
あ
っ

て
も
ニ
ュ
ー
ス
性
が
あ
る
発
言
が
あ
れ

ば
、
報
じ
て
い
く
姿
勢
は
欠
か
せ
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
信
頼
性
を
担
保
す
る

た
め
に
も
、
報
じ
る
べ
き
は
報
じ
る
と
い

う
姿
勢
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
全
盛
時
代
、
こ
う
し
た
報
道
は

常
に
批
判
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
際
、
読
者
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、
報
道
機
関
と
し
て
積
極
的
に
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
る

だ
ろ
う
。
今
回
の
事
例
を
踏
ま
え
、
今
後

と
も
た
ゆ
ま
ぬ
検
証
を
続
け
、
あ
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

記者会見に臨む木原稔官房長官（2025年12月19日/首相官
邸/朝日新聞社提供）
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中
国
軍
、台
湾
周
辺
で
大
規
模
演
習�

西
見

　由
章（
産
経
新
聞
社
台
北
支
局
長
）

間
合
い
を
詰
め
る
中
国
軍

「
認
知
戦
」も
新
た
な
段
階
に

中
国
海
軍
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦「
ウ
ル
ム

チ
」の
乗
組
員
が
、
緊
張
し
た
声
色
で
台

湾
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
に
呼
び
掛
け
た
。

「
そ
ち
ら
が
火
器
管
制
レ
ー
ダ
ー
を
わ

が
艦
に
何
度
も
照
射
し
た
の
を
確
認
し

た
。
た
だ
ち
に
挑
発
行
動
を
停
止
せ
よ
。

さ
も
な
い
と
敵
対
行
為
と
み
な
し
、
一
切

の
結
果
は
そ
ち
ら
が
負
う
こ
と
に
な
る
」

中
国
軍
で
台
湾
方
面
を
管
轄
す
る
東
部

戦
区
が
昨
年
12
月
末
、
台
湾
を
取
り
囲
む

形
で「
正
義
の
使
命
―
２
０
２
５
」と
題

し
た
大
型
軍
事
演
習
を
実
施
し
た
。

台
湾
の
国
防
部（
国
防
省
に
相
当
）に

よ
る
と
、
台
湾
が
設
定
す
る
接
続
水
域

（
領
海
基
線
か
ら
24
㌋
ま
で
）に
中
国
の
軍

艦
11
隻
が
進
入
。
冒
頭
の
ウ
ル
ム
チ
艦
は

そ
の
１
隻
で
、
台
湾
軍
艦
と
の
無
線
の
や

り
取
り
の
音
声
は
台
湾
の
民
間
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア

カ
ウ
ン
ト
が
暴
露
し
た
も
の
だ
。
台
湾
メ

デ
ィ
ア
は「
悪
人
は
先
に
自
分
こ
そ
被
害

者
だ
と
訴
え
出
る
」と
い
う
警
句
と
と
も

に
や
り
取
り
を
大
き
く
報
じ
た
。

「
サ
ラ
ミ
ス
ラ
イ
ス
戦
術
」前
進

台
湾
の
国
防
部
は
記
者
会
見
で
、
こ
の

音
声
に
つ
い
て
問
わ
れ「
中
国
共
産
党
の

軍
艦
が
24
㌋
内
に
入
っ
た
後
、
防
御
的
な

警
告
措
置
を
取
っ
た
」と
説
明
、
レ
ー
ダ

ー
照
射
を
否
定
し
な
か
っ
た
。
中
台
の
軍

艦
が
対た

い

峙じ

し
た
現
場
で
は
緊
張
が
相
当
高

ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

中
国
軍
は
演
習
で
、
軍
事
行
動
を
徐
々

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る「
サ
ラ
ミ
ス
ラ
イ

ス
戦
術
」を
前
進
さ
せ
た
。
福
建
省
に
配

備
し
た
長
射
程
多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
砲「
Ｐ

Ｃ
Ｈ
１
９
１
」か
ら
実
弾
計
27
発
を
発
射

し
、
う
ち
10
発
が
台
湾
の
南
西
沖
の
接
続

水
域
に
着
弾
し
た
。
台
湾
紙
の
自
由
時
報

は
着
弾
地
点
が
台
湾
本
島
か
ら「
過
去
最

短
距
離
」だ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

中
国
軍
は
台
湾
へ
の「
間
合
い
」を
詰

め
続
け
て
お
り
、
中
台
両
軍
の
神
経
戦
は

激
化
す
る
一
方
だ
。
不
測
の
事
態
を
生
む

危
険
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

偽
情
報
と
断
じ「
阿
Ｑ
の
よ
う
」

中
国
に
よ
る
認
知
戦
も
新
た
な
段
階
に

入
っ
た
。
東
部
戦
区
が
公
表
し
た
殲
20
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
の
飛
行
動
画
を
巡
り
、「
眼

下
の
風
景
か
ら
判
断
し
て
台
湾
南
部
の
恒

春
半
島
周
辺
の
上
空
を
飛
行
し
て
お
り
、

台
湾
軍
は
探
知
で
き
な
か
っ
た
」と
の
情

報
が
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
。
ま
た
中
国
国
営

中
央
テ
レ
ビ
は
、
中
国
の
無
人
機
が
台
北

市
の
高
層
ビ
ル「
台
北
１
０
１
」を
撮
影

し
た
と
さ
れ
る
映
像
を
放
送
し
た
。

台
湾
軍
の
対
応
能
力
に
疑
念
を
抱
か
せ

て「
投
降
」論
を
生
み
出
す
狙
い
が
あ
り
、

台
湾
当
局
は
い
ず
れ
も「
偽
情
報
」だ
と

断
じ
て
い
る
。
台
湾
の
安
全
保
障
当
局
者

は
殲
20
の〝
領
空
侵
犯
疑
惑
〟に
つ
い
て

こ
う
語
っ
た
。「
あ
り
得
な
い
。
は
っ
き

り
し
て
い
る
の
は
、
も
し
進
入
が
許
さ
れ

な
い
空
域
に（
中
国
軍
用
機
が
）入
れ
ば

７
日
後
に
帰
宅
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

れ
は
保
証
で
き
る
」。
領
空
侵
犯
す
れ
ば

初
七
日
に
魂
が
帰
る
、
つ
ま
り
撃
墜
さ
れ

て
死
ぬ
の
は
確
実
だ
と
い
う
。

こ
の
当
局
者
は
、
中
国
軍
の
演
習
の
狙

い
と
し
て
、
奇
襲
的
な
演
習
に
よ
り
台
湾

側
が
対
応
で
き
て
い
な
い
印
象
を
生
み
出

し
、
さ
ら
に
何
ら
か
の
形
で
台
湾
の「
封

鎖
」を
実
現
し
て
パ
ニ
ッ
ク
を
引
き
起
こ

す
な
ど
の
目
標
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

失
敗
し
た
と
強
調
し
た
。
中
国
に
よ
る
偽

情
報
に
つ
い
て
は「
魯
迅
の
阿
Ｑ
の
よ
う

だ
」と
皮
肉
っ
た
。
小
説『
阿
Ｑ
正
伝
』の

主
人
公
の
よ
う
に
、
敗
北
し
て
も
都
合
よ

く
自
分
の
勝
利
と
思
い
込
ん
で
自
尊
心
を

保
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
厄
介
な
の
は
、
台
湾
の
一
部
の
退

役
軍
人
や
論
客
、
親
中
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に

も
中
国
発
の
情
報
に
乗
っ
か
る
動
き
が
あ

る
こ
と
だ
。
殲
20
の
領
空
侵
犯
疑
惑
な
ど

は
完
全
に
解
消
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

今
後
、
も
し
中
台
間
の
軍
事
力
格
差
が

さ
ら
に
拡
大
し
、
台
湾
の
国
際
的
な
孤
立

感
も
深
ま
っ
た
場
合
は
何
が
起
き
る
の

か
。
中
国
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
台
湾
当

局
こ
そ「
阿
Ｑ
」の
よ
う
だ

―
。
台
湾

の
世
論
が
そ
う
し
た
投
降
論
に
傾
く
恐
れ

も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

に
し
み
・
よ
し
あ
き
▼
2
0
0
1
年
入
社
　
和

歌
山
支
局
　
大
阪
社
会
部
　
中
国
総
局
長
な

ど
を
経
て
　
24
年
か
ら
現
職

台湾周辺で行われた軍事演習に参加した中国海軍ミサ
イルフリゲート艦「安陽」（奥）を監視する台湾海軍フリゲー
ト艦の乗組員（台湾の国防部提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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「
核
保
有
」め
ぐ
る
オ
フ
レ
コ
発
言�

松
田

　京
平（
朝
日
新
聞
社
政
治
部
長
）

記
事
化
は
報
道
機
関
の
責
務

ニ
ュ
ー
ス
性
、
公
益
性
を
判
断

記
者
は
取
材
相
手
の
言
葉
に
ど
れ
だ
け

敏
感
に
反
応
で
き
る
か
が
勝
負
だ
。
２
０

２
５
年
12
月
、
首
相
官
邸
幹
部
が
発
言
者

の
実
名
を
明
か
さ
な
い
条
件
で
開
か
れ
た

場
で
、「
日
本
は
核
保
有
す
べ
き
だ
」と
発

言
し
た
。発
言
に
ニ
ュ
ー
ス
性
が
あ
れ
ば
、

報
道
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
日
新
聞

の
記
事
を
め
ぐ
り
、
様
々
な
ご
批
判
や
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、
記
事
化
は
報
道

機
関
と
し
て
の
責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

首
相
官
邸
幹
部
に
よ
る
発
言
が
あ
っ
た

の
は
、
25
年
12
月
18
日
午
後
。
首
相
官
邸

で
10
社
を
超
え
る
記
者
が
集
ま
り
、
発
言

者
の
実
名
を
明
か
さ
な
い
条
件
で
報
じ
ら

れ
る
非
公
式
取
材
に
応
じ
た
場
だ
っ
た
。

幹
部
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
厳
し
い
安
全

保
障
環
境
を
踏
ま
え
、
個
人
の
見
解
と
し

つ
つ
、「
日
本
は
核
兵
器
を
保
有
す
べ
き

だ
」と
の
考
え
を
示
し
た
。
実
際
に
政
権

内
で
議
論
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）体
制
と

の
兼
ね
合
い
な
ど
か
ら
実
現
は
難
し
い
と

も
指
摘
し
た
。非
核
三
原
則
の
見
直
し
は
、

政
治
的
な
体
力
が
必
要
に
な
る
と
の
見
方

も
提
示
し
た
。

こ
の
幹
部
は
、
高
市
早
苗
首
相
に
対
し

安
全
保
障
政
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
具
申

を
す
る
立
場
に
あ
る
。
政
府
見
解
と
異
な

る
発
言
で
あ
り
、
朝
日
新
聞
か
ら
出
席
し

た
記
者
も
、
報
告
を
受
け
た
官
邸
キ
ャ
ッ

プ
、
担
当
デ
ス
ク
も
ニ
ュ
ー
ス
性
や
公
益

性
が
高
い
内
容
と
判
断
し
た
。

実
名
は
明
か
さ
な
い
ル
ー
ル

朝
日
新
聞
は
18
日
午
後
９
時
26
分
に
デ

ジ
タ
ル
版
で
報
じ
た
。
記
事
は
匿
名
と
し

つ
つ
、
幹
部
が
首
相
に
具
申
で
き
る
立
場

で
あ
る
こ
と
を
明
記
。
で
き
る
限
り
本
人

の
発
言
を
余
さ
ず
伝
え
る
こ
と
に
留
意
し

た
。各

社
も
同
日
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て
報

道
。
翌
19
日
に
は
、
自
民
党
の
中
谷
元
・

前
防
衛
相
ら
が
公
然
と
発
言
を
批
判
し
た

ほ
か
、
立
憲
民
主
党
の
野
田
佳
彦
代
表
や

被
爆
地
広
島
の
選
出
で
も
あ
る
公
明
党
の

斉
藤
鉄
夫
代
表（
当
時
）ら
野
党
幹
部
が

更
迭
を
求
め
る
な
ど
波
紋
は
広
が
っ
た
。

今
回
の
報
道
に
関
し
て
、
主
に
２
つ
の

論
点
が
あ
る
と
思
う
。
一
つ
は
非
公
式
取

材
の
ル
ー
ル
、
も
う
一
つ
は「
な
ぜ
匿
名

な
の
か
」と
い
う
点
だ
。

政
治
取
材
の
現
場
で
は
、
非
公
式
取
材

と
し
て
発
言
者
の
実
名
を
出
さ
ず
に
発
言

を
引
用
で
き
る「
オ
フ
レ
コ
」と
、
発
言

そ
の
も
の
を
一
切
報
じ
る
こ
と
な
く
背
景

事
情
な
ど
を
説
明
す
る「
完
全
オ
フ
レ

コ
」が
あ
る
。
今
回
の
取
材
は
前
者
で
あ

り
、
朝
日
新
聞
は
実
名
を
出
さ
ず
に
発
言

を
報
じ
た
。
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
報
じ
る
べ

き
こ
と
を
報
じ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
般
読
者
に
は
オ
フ
レ
コ
を

め
ぐ
る
取
材
・
報
道
の
ル
ー
ル
は
わ
か
り

に
く
い
。
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
不
信
感

も
あ
る
中
で
、
匿
名
報
道
に
対
す
る
批
判

が
あ
る
こ
と
は
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
方
、
例
え
ば
外
交
や
安
全
保
障
の
分

野
な
ど
を
中
心
に
、
記
事
に
は
で
き
な
く

て
も
背
景
事
情
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

情
報
を
取
材
対
象
者
か
ら
得
る
こ
と
は
、

知
る
権
利
に
資
す
る
大
切
な
機
会
だ
。
メ

デ
ィ
ア
側
だ
け
で
な
く
、
政
府
側
も
ミ
ス

リ
ー
ド
を
避
け
る
た
め
に
大
事
な
機
会
と

と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
は
権
力
と
メ
デ
ィ

ア
の
癒
着
で
は
な
く
、
緊
張
関
係
の
中
で

成
立
さ
せ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
。

た
ゆ
ま
ぬ
検
証
続
け
た
い

そ
の
た
め
に
も
、
非
公
式
取
材
で
あ
っ

て
も
ニ
ュ
ー
ス
性
が
あ
る
発
言
が
あ
れ

ば
、
報
じ
て
い
く
姿
勢
は
欠
か
せ
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
信
頼
性
を
担
保
す
る

た
め
に
も
、
報
じ
る
べ
き
は
報
じ
る
と
い

う
姿
勢
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
全
盛
時
代
、
こ
う
し
た
報
道
は

常
に
批
判
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
際
、
読
者
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、
報
道
機
関
と
し
て
積
極
的
に
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
る

だ
ろ
う
。
今
回
の
事
例
を
踏
ま
え
、
今
後

と
も
た
ゆ
ま
ぬ
検
証
を
続
け
、
あ
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

記者会見に臨む木原稔官房長官（2025年12月19日/首相官
邸/朝日新聞社提供）

ま
つ
だ
・
き
ょ
う
へい
▼
1
9
9
5
年
入
社
　
宮

崎
支
局
　
盛
岡
総
局
　
政
治
部
次
長
　
千
葉

総
局
長
　
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
デ
ィ
タ
ー
補
佐
な
ど
を
経

て
　
2
0
2
3
年
５
月
か
ら
現
職
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っ
た
。
自
立
し
た
い
、
ほ
か
の
人
と
同
じ

よ
う
に
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持

っ
た
患
者
仲
間
と
と
も
に
、
支
援
者
の
力

も
借
り
て
小
規
模
多
機
能
事
業
所「
ほ
っ

と
は
う
す
」の
開
設
や
、
熊
本
県
出
身
の

演
歌
歌
手
、
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
を
や
り
遂
げ
た
。
メ
デ
ィ
ア
に

も
出
て
、
水
俣
病
の
こ
と
を
伝
え
続
け
て

き
た
。
胎
児
性
・
小
児
性
水
俣
病
患
者
ら

が
住
む
ケ
ア
ホ
ー
ム「
お
る
げ
・
の
あ
」

の
設
立
に
も
関
わ
り
、
今
は
そ
こ
で
穏
や

か
に
暮
ら
し
て
い
る
。

昔
は
歩
け
て
い
た
加
賀
田
さ
ん
も
水
俣

病
の
症
状
が
進
み
、
今
は
車
い
す
で
生
活

し
て
い
る
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
、
今

通
っ
て
い
る
施
設「
き
ぼ
う
・
未
来
・
水

俣
」に
来
た
大
学
生
た
ち
に
自
身
の
体
験

を
伝
え
て
い
る
が
、「
体
力
的
に
し
ん
ど

い
」と
県
外
な
ど
長
時
間
の
移
動
を
伴
う

講
演
を
避
け
て
い
た
加
賀
田
さ
ん
。昨
年
、

福
岡
県
小
竹
町
の「
ち
く
ほ
う
共
学
舎
　

虫
の
家
」が
主
催
し
た
講
演
に
行
っ
た
。

久
々
の
遠
出
だ
っ
た
。
私
も
介
助
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
同
行
し
た
。

■
話
せ
な
い
仲
間
の
言
葉
を
代
弁

講
演
で
加
賀
田
さ
ん
は「
も
う
一
度
仲

間
の
車
い
す
を
押
し
た
い
。
私
た
ち
の
歩

け
る
足
を
返
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

歩
け
て
い
た
と
き
は
、
仲
間
の
車
い
す
を

押
す
の
が
加
賀
田
さ
ん
の
役
割
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
仲
間
の

言
葉
を
代
弁
す
る
の
も
加
賀
田
さ
ん
だ
。

な
ん
で
気
持
ち
が
分
か
る
の
か
尋
ね
ら
れ

る
と
、「
Ｏ
Ｋ
の
時
に
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
、

違
う
時
に
は
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
ま
す
」

と
答
え
た
。
半
世
紀
以
上
ず
っ
と
過
ご
し

て
き
た
、
同
じ
水
俣
病
だ
か
ら
分
か
る
言

葉
が
加
賀
田
さ
ん
に
は
あ
る
。
水
俣
病
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
数
多
く
作

っ
た
監
督
も「
加
賀
田
さ
ん
の
後
を
追

い
か
け
な
か
っ
た
ら
映
画
を
撮
れ
な
か

っ
た
」と
話
し
、
加
賀
田
さ
ん
が
話
せ

な
い
患
者
の
声
を
伝
え
て
く
れ
て
い
た

と
い
う
。
講
演
の
最
後
に
加
賀
田
さ
ん

は「
保
母
さ
ん
に
な
り
た
か
っ
た
」と

話
し
た
。子
ど
も
が
大
好
き
だ
か
ら
だ
。

仲
間
の
車
い
す
を
押
し
た
り
、
言
葉
を

代
弁
し
た
り
す
る
の
も
、
自
分
よ
り
弱

い
、
小
さ
い
者
へ
の
や
さ
し
い
ま
な
ざ

し
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

水
俣
病
は
今
年
で
公
式
確
認
か
ら
70

年
を
迎
え
る
。
本
紙
も
現
地
支
局
や
社

会
部
記
者
を
中
心
に
チ
ー
ム
を
組
ん
で

年
間
の
大
型
連
載
な
ど
を
企
画
し
て
い

る
。加
賀
田
さ
ん
と
同
年
代
の
患
者
は
、

鬼
籍
に
入
っ
た
人
が
多
く
な
っ
た
。
加

賀
田
さ
ん
か
ら「
果
穂
ち
ゃ
ん
に
自
分
の

こ
と
を
書
い
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
約
束
を
果
た
せ
て
い
な

い
。彼
女
が
元
気
な
う
ち
に
、な
ん
と
し

て
も
生
き
様
を
紙
面
で
紹
介
し
た
い
。

（
く
ま
が
わ
・
か
ほ
　
２
０
１
７
年
入
社
　

玉
名
総
局
　
社
会
部
司
法
警
察
担
当
な
ど

を
経
て
　
25
年
か
ら
球
磨
支
局
）

次
号
は
熊
川
さ
ん
が
広
島
市
主
催
の

研
修
会
で
知
り
合
い
交
流
の
あ
る
名
倉

あ
か
り
さ
ん（
神
戸
新
聞
社
）に
バ
ト

ン
が
渡
り
ま
す
。

大
学
生
の
時
、
ゼ
ミ
合
宿
で
訪
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
熊
本
県
水
俣
市

に
通
っ
て
い
る
。
も
う
12
年
に
な
る
。

ま
だ
水
俣
病
担
当
に
な
っ
た
こ
と
は
な

い
が
、
熊
本
の
地
方
紙
で
働
い
て
い
れ

ば
い
つ
か
は
…
と
通
い
続
け
て
い
る
。

交
流
し
て
い
る
胎
児
性
水
俣
病
患
者
の

方
た
ち
の
中
で
特
に
心
を
寄
せ
て
い
る

人
が
い
る
。
加
賀
田
清
子
さ
ん
だ
。

■
自
分
で
決
断
し
て
生
き
た
い

加
賀
田
さ
ん
は
水
俣
市
月
浦
出
身

で
、
昨
年
古
希
を
迎
え
た
。
水
俣
病
の

歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
だ
。
７

歳
で
患
者
認
定
を
受
け
、
10
歳
で
水
俣

市
立
湯
の
児
病
院
に
入
っ
た
。
こ
こ
に

は
水
俣
病
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
い

て
、
小
学
校
の
分
校
も
病
院
内
に
あ
っ

た
。
16
歳
か
ら
は
水
俣
病
患
者
療
養
施

設「
明
水
園
」で
暮
ら
し
た
。
25
歳
で

自
宅
に
戻
っ
て
家
族
と
暮
ら
し
た
が
、

「
家
族
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

自
分
で
考
え
て
、
自
分
で
決
断
し
て
生

き
て
い
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
強
か

リ レーエッセー

加賀田清子さん（左）と筆者（2022年５月１日/水俣市昭和町の
「きぼう・未来・水俣」/筆者提供）

加
賀
田
清
子
さ
ん 

胎
児
性
水
俣
病
患
者

弱
者
へ
の
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し

熊
川

　果
穂（
熊
本
日
日
新
聞
社
）
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高
級
ブ
ラ
ン
ド
魚「
関
あ
じ
」「
関
さ

ば
」で
知
ら
れ
る
大
分
市
佐さ

が
の
せ
き

賀
関
の
漁
師

町
を
猛
火
が
襲
っ
た
。
２
０
２
５
年
11
月

18
日
夕
方
。火
は
瞬
く
間
に
燃
え
広
が
り
、

住
宅
や
空
き
家
な
ど
計
１
９
４
棟
が
焼

け
、
火
元
の
民
家
で
高
齢
男
性
１
人
が
亡

く
な
っ
た
。

火
勢
は
折
か
ら
の
強
風
で
拡
大
し
た
。

大
分
県
の
試
算
に
よ
る
と
、
当
時
の
風
速

は
15
㍍
に
達
し
た
。
風
に
あ
お
ら
れ
て
東

側
に
延
焼
し
、
約
１
・
５
㌔
離
れ
た
沖
合

の
無
人
島
に
も
飛
び
火
。
焼
損
面
積
は
約

６
・
４
㌶
に
及
び
、
市
街
地
で
発
生
し
た

火
災
と
し
て
は
平
成
以
降
で
国
内
最
悪
の

惨
事
と
な
っ
た
。

建
物
が
密
集
し
て
い
た
こ
と
も
被
害
を

災害ととも に

「強風」「密集」燃え移る
声かけ避難 犠牲防ぐ

乙咩　啓太郎
（大分合同新聞社報道部編集委員）

大分市佐賀関の大規模火災 減災
防災
被災

最前線�

拡
大
さ
せ
た
。
現
地
は
方
言
で「
せ
ど
」

と
呼
ば
れ
る
幅
１
㍍
ほ
ど
の
細
い
路
地
が

入
り
組
ん
で
お
り
、
火
は
近
接
す
る
建
物

に
次
々
と
燃
え
移
っ
た
。
大
型
の
消
防
車

は
狭
い
道
か
ら
進
入
で
き
ず
消
火
活
動
に

苦
戦
し
た
と
い
う
。

■
ス
マ
ホ
の
映
像 

街
中
が
炎
に

当
日
、
弊
社
に
火
災
発
生
の
第
一
報
が

入
っ
た
の
は
午
後
５
時
45
分
。
消
防
か
ら

報
道
機
関
向
け
に
発
出
さ
れ
る
メ
ー
ル
だ

っ
た
。
夜
勤
当
番
の
記
者
が
消
防
局
に
確

認
を
入
れ
る
と「
火
災
報
知
器
の
誤
作
動

な
ど
で
は
な
い
。
火
が
出
て
い
る
の
は
間

違
い
な
い
」と
返
答
が
あ
っ
た
。

佐
賀
関
は
大
分
市
内
で
は
あ
る
が
、
本

社
ビ
ル
の
あ
る
市
中
心
部
か
ら
は
車
で
40

分
以
上
か
か
る
。
１
人
し
か
い
な
い
夜
勤

記
者
を
派
遣
す
る
の
は
、
ほ
か
の
突
発
事

案
が
起
き
た
場
合
を
考
え
る
と
や
や
た
め

ら
わ
れ
た
が「
万
一
の
事
態
も
あ
る
…
」

と
思
い
、
現
地
に
向
か
っ
て
も
ら
っ
た
。

到
着
し
た
記
者
か
ら
の
報
告
は
、
私
の

想
定
し
た「
万
一
の
事
態
」を
は
る
か
に

超
え
て
い
た
。「
取
り
急
ぎ
、
動
画
を
見

て
く
だ
さ
い
」と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届

い
た
映
像
を
確
認
す
る
と
、
街
中
が
燃
え

盛
る
炎
に
包
ま
れ
て
い
た
。

高
台
に
登
っ
て
全
景
を
撮
影
す
る
と
い

う
記
者
に
、
安
全
確
保
を
最
優
先
す
る
よ

う
伝
え
た
後
、
す
ぐ
に
応
援
記
者
の
派
遣

を
決
め
た
。
写
真
映
像
部
、
報
道
部
、
佐

賀
関
エ
リ
ア
を
受
け
持
つ
地
域
報
道
部
の

記
者
ら
が
２
人
一
組
で
現
地
に
入
っ
た
。

近
隣
支
局
の
記
者
も
投
入
し
、
降
版
時
間

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
情
報
を
収
集
し
た
。

■
被
災
者
の
声 

届
け
続
け
る

火
災
は
離
島
の
消
火
に
手
間
取
り
、
鎮

火
ま
で
16
日
を
要
し
た
。
焼
け
出
さ
れ
た

被
災
者
ら
は
近
く
の
市
民
セ
ン
タ
ー
に
身

を
寄
せ
、
最
大
１
８
０
人
が
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
た
。
避
難
所
に
は
全
国
か
ら
報

道
陣
が
殺
到
し
、市
は
発
生
か
ら
数
日
後
、

「
被
災
者
か
ら
の
要
望
」を
理
由
に
施
設

内
で
の
取
材
を
全
面
禁
止
と
し
た
。

被
災
者
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
難
し

い
状
況
と
な
っ
た
が
、
外
出
す
る
機
会
を

捉
え
て
短
時
間
で
話
を
う
か
が
う
な
ど
地

道
な
取
材
を
重
ね
、
被
災
者
の
抱
え
る
思

い
を
報
道
し
続
け
た
。

地
元
の
大
分
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
実

施
し
た
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
発
災
直
後

の
住
民
同
士
の
声
か
け
が
迅
速
な
避
難
行

動
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。
住
民
は

「
小
せ
え
頃
か
ら
み
ん
な
知
っ
ち
ょ
ん
。

家
族
み
て
え
な
も
ん
。
一
人
も
取
り
残
せ

ん
と
思
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。
長

年
か
け
て
培
っ
た
地
域
の
絆
が
、
未
曽
有

の
大
火
に
あ
っ
て
犠
牲
者
を
最
小
限
に
食

い
止
め
た
と
言
え
る
。

発
生
か
ら
３
カ
月
近
く
が
た
ち
、
現
地

で
は
被
災
建
物
の
公
費
解
体
が
進
ん
で
い

る
。
避
難
所
は
年
末
に
閉
鎖
さ
れ
、
被
災

者
の
多
く
は
市
営
住
宅
な
ど
で
仮
住
ま
い

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
市
は
２
年
後
を
め

ど
に
現
場
近
く
に
復
興
市
営
住
宅
の
建
設

を
計
画
。
完
成
ま
で
の
間
、
仮
住
ま
い
に

分
散
す
る
被
災
者
同
士
の
絆
を
い
か
に
守

っ
て
い
く
か
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

佐
賀
関
は
大
分
市
内
で
も
高
齢
化
率
が

高
く
、
復
興
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
も
求
め
ら

れ
る
。
家
族
の
よ
う
に
支
え
合
い
、
助
け

合
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
地
域
を
ど
う
再
建

し
て
い
く
の
か

―
。
地
元
紙
と
し
て
息

の
長
い
取
材
を
続
け
た
い
。

燃え盛る炎に包まれた住宅地（2025年11月18日/大分市佐賀
関/大分合同新聞社提供）

お
と
め
・
け
い
た
ろ
う
▼
1
9
9
9
年
入
社
　

編
集
局
別
府
支
社
　
杵
築
支
局
　
社
会
部
　

佐
伯
支
社
な
ど
を
経
て
　
2
0
2
1
年
４
月
か

ら
現
職
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っ
た
。
自
立
し
た
い
、
ほ
か
の
人
と
同
じ

よ
う
に
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持

っ
た
患
者
仲
間
と
と
も
に
、
支
援
者
の
力

も
借
り
て
小
規
模
多
機
能
事
業
所「
ほ
っ

と
は
う
す
」の
開
設
や
、
熊
本
県
出
身
の

演
歌
歌
手
、
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
を
や
り
遂
げ
た
。
メ
デ
ィ
ア
に

も
出
て
、
水
俣
病
の
こ
と
を
伝
え
続
け
て

き
た
。
胎
児
性
・
小
児
性
水
俣
病
患
者
ら

が
住
む
ケ
ア
ホ
ー
ム「
お
る
げ
・
の
あ
」

の
設
立
に
も
関
わ
り
、
今
は
そ
こ
で
穏
や

か
に
暮
ら
し
て
い
る
。

昔
は
歩
け
て
い
た
加
賀
田
さ
ん
も
水
俣

病
の
症
状
が
進
み
、
今
は
車
い
す
で
生
活

し
て
い
る
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
、
今

通
っ
て
い
る
施
設「
き
ぼ
う
・
未
来
・
水

俣
」に
来
た
大
学
生
た
ち
に
自
身
の
体
験

を
伝
え
て
い
る
が
、「
体
力
的
に
し
ん
ど

い
」と
県
外
な
ど
長
時
間
の
移
動
を
伴
う

講
演
を
避
け
て
い
た
加
賀
田
さ
ん
。昨
年
、

福
岡
県
小
竹
町
の「
ち
く
ほ
う
共
学
舎
　

虫
の
家
」が
主
催
し
た
講
演
に
行
っ
た
。

久
々
の
遠
出
だ
っ
た
。
私
も
介
助
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
同
行
し
た
。

■
話
せ
な
い
仲
間
の
言
葉
を
代
弁

講
演
で
加
賀
田
さ
ん
は「
も
う
一
度
仲

間
の
車
い
す
を
押
し
た
い
。
私
た
ち
の
歩

け
る
足
を
返
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

歩
け
て
い
た
と
き
は
、
仲
間
の
車
い
す
を

押
す
の
が
加
賀
田
さ
ん
の
役
割
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
仲
間
の

言
葉
を
代
弁
す
る
の
も
加
賀
田
さ
ん
だ
。

な
ん
で
気
持
ち
が
分
か
る
の
か
尋
ね
ら
れ

る
と
、「
Ｏ
Ｋ
の
時
に
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
、

違
う
時
に
は
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
ま
す
」

と
答
え
た
。
半
世
紀
以
上
ず
っ
と
過
ご
し

て
き
た
、
同
じ
水
俣
病
だ
か
ら
分
か
る
言

葉
が
加
賀
田
さ
ん
に
は
あ
る
。
水
俣
病
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
数
多
く
作

っ
た
監
督
も「
加
賀
田
さ
ん
の
後
を
追

い
か
け
な
か
っ
た
ら
映
画
を
撮
れ
な
か

っ
た
」と
話
し
、
加
賀
田
さ
ん
が
話
せ

な
い
患
者
の
声
を
伝
え
て
く
れ
て
い
た

と
い
う
。
講
演
の
最
後
に
加
賀
田
さ
ん

は「
保
母
さ
ん
に
な
り
た
か
っ
た
」と

話
し
た
。子
ど
も
が
大
好
き
だ
か
ら
だ
。

仲
間
の
車
い
す
を
押
し
た
り
、
言
葉
を

代
弁
し
た
り
す
る
の
も
、
自
分
よ
り
弱

い
、
小
さ
い
者
へ
の
や
さ
し
い
ま
な
ざ

し
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

水
俣
病
は
今
年
で
公
式
確
認
か
ら
70

年
を
迎
え
る
。
本
紙
も
現
地
支
局
や
社

会
部
記
者
を
中
心
に
チ
ー
ム
を
組
ん
で

年
間
の
大
型
連
載
な
ど
を
企
画
し
て
い

る
。加
賀
田
さ
ん
と
同
年
代
の
患
者
は
、

鬼
籍
に
入
っ
た
人
が
多
く
な
っ
た
。
加

賀
田
さ
ん
か
ら「
果
穂
ち
ゃ
ん
に
自
分
の

こ
と
を
書
い
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
約
束
を
果
た
せ
て
い
な

い
。彼
女
が
元
気
な
う
ち
に
、な
ん
と
し

て
も
生
き
様
を
紙
面
で
紹
介
し
た
い
。

（
く
ま
が
わ
・
か
ほ
　
２
０
１
７
年
入
社
　

玉
名
総
局
　
社
会
部
司
法
警
察
担
当
な
ど

を
経
て
　
25
年
か
ら
球
磨
支
局
）

次
号
は
熊
川
さ
ん
が
広
島
市
主
催
の

研
修
会
で
知
り
合
い
交
流
の
あ
る
名
倉

あ
か
り
さ
ん（
神
戸
新
聞
社
）に
バ
ト

ン
が
渡
り
ま
す
。

大
学
生
の
時
、
ゼ
ミ
合
宿
で
訪
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
熊
本
県
水
俣
市

に
通
っ
て
い
る
。
も
う
12
年
に
な
る
。

ま
だ
水
俣
病
担
当
に
な
っ
た
こ
と
は
な

い
が
、
熊
本
の
地
方
紙
で
働
い
て
い
れ

ば
い
つ
か
は
…
と
通
い
続
け
て
い
る
。

交
流
し
て
い
る
胎
児
性
水
俣
病
患
者
の

方
た
ち
の
中
で
特
に
心
を
寄
せ
て
い
る

人
が
い
る
。
加
賀
田
清
子
さ
ん
だ
。

■
自
分
で
決
断
し
て
生
き
た
い

加
賀
田
さ
ん
は
水
俣
市
月
浦
出
身

で
、
昨
年
古
希
を
迎
え
た
。
水
俣
病
の

歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
だ
。
７

歳
で
患
者
認
定
を
受
け
、
10
歳
で
水
俣

市
立
湯
の
児
病
院
に
入
っ
た
。
こ
こ
に

は
水
俣
病
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
い

て
、
小
学
校
の
分
校
も
病
院
内
に
あ
っ

た
。
16
歳
か
ら
は
水
俣
病
患
者
療
養
施

設「
明
水
園
」で
暮
ら
し
た
。
25
歳
で

自
宅
に
戻
っ
て
家
族
と
暮
ら
し
た
が
、

「
家
族
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

自
分
で
考
え
て
、
自
分
で
決
断
し
て
生

き
て
い
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
強
か

リ レーエッセー

加賀田清子さん（左）と筆者（2022年５月１日/水俣市昭和町の
「きぼう・未来・水俣」/筆者提供）

加
賀
田
清
子
さ
ん 

胎
児
性
水
俣
病
患
者

弱
者
へ
の
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し

熊
川

　果
穂（
熊
本
日
日
新
聞
社
）
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書 いた話　書かなかった話

上
で
あ
る
と
自
分
は
思
う
」

石
橋
は
こ
れ
を
聞
き
、
そ
の
厳
し
さ
に

驚
き
、か
つ
恐
縮
し
、な
ぜ
岸
を
外
相（
副

総
理
格
）に
し
た
か
百
万
辞
を
尽
く
し
て

了
解
を
求
め
た
と
い
う
。
直
前
の
自
民
党

総
裁
選
の
第
一
回
投
票
で
岸
が
ト
ッ
プ
を

つ
け
た
の
に
対
し
、
決
選
投
票
で
２
、
３

位
連
合
が
成
立
、
石
橋
が
小
差
で
岸
を
抑

え
込
ん
だ
、
と
の
経
過
が
あ
り
、
政
局
安

定
を
期
す
た
め
に
は
岸
を
重
職
で
登
用
す

る
必
要
が
あ
っ
た
、
云
々
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
天
皇
は
そ
れ
以
上
に
追

及
す
る
こ
と
は
な
く
、「
そ
う
い
う
わ
け

な
ら
宜
し
い
が
、
と
に
か
く
彼
は
東
條
以

上
の
戦
争
責
任
者
で
あ
る
」と
繰
り
返
し

述
べ
た
と
い
う
。

皇
居
の
奥
の
院
で
の
一
対
一
の
や
り
と

り
が
な
ぜ
漏
れ
た
か
。
そ
れ
は
石
橋
本
人

が
、
そ
れ
と
は
別
に
岸
宛
て
に
送
ら
れ
た

の
が
、
こ
の
昭
和
天
皇
内
奏
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
た
私
信
だ
っ
た
。
１

９
６
０
年
４
月
20
日
付
で
、
国
会
情
勢
が

緊
迫
化
、
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議
の
第

15
次
統
一
行
動（
４
月
15
日
～
26
日
）の

さ
な
か
で
あ
っ
た
。
私
信
の
趣
旨
と
し
て

は
、
昭
和
天
皇
の
厳
し
い
見
立
て
を
知
ら

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岸
本
人
の
自
重
と

安
保
改
定
の
延
期
を
求
め
る
、
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
。

私
信
は
石
橋
の
秘
書
が
岸
政
権
の
椎
名

悦
三
郎
官
房
長
官
に
手
渡
し
た
と
こ
ろ
ま

で
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
扱

い
は
不
明
だ
。
岸
が
読
ん
だ
か
ど
う
か
も

わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
石
橋
側
に
は
石
橋

の
手
書
き
草
稿
１
通
と
そ
れ
を
清
書
し
た

も
の（
私
信
未
完
成
版
）が
２
通
残
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
は
、
ど
こ
か
に
紛
れ
込
ん
で

い
た
が
、
２
０
１
５
年
８
月
、
石
橋
湛
山

研
究
者
の
増
田
弘
氏
が
、
石
橋
が
社
長
を

務
め
て
い
た
東
洋
経
済
新
報
社
の
倉
庫
か

ら
発
掘
し
た
。
そ
れ
が
人
を
介
し
て
私
の

元
に
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
昭
和
天
皇
に
関
す
る
一
級
資
料

で
は
な
い
か
。
内
奏
と
い
う
形
で
明
ら
か

に
政
治
的
発
言
を
し
て
い
る
。
岸
を
東
條

以
上
の
戦
争
責
任
者
だ
と
名
指
し
す
る
。

天
皇
の
戦
争
観
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

◆
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り

た
だ
、
こ
れ
を
字
に
す
る
に
は
、
こ
れ

が
昭
和
天
皇
の
言
辞
に
間
違
い
な
い
、
と

い
う
確
証
が
必
要
だ
。
そ
の
手
書
き
草
稿

が
、
石
橋
が
脳
梗
塞
の
た
め
不
自
由
な
左

手
で
書
い
た
独
特
な
草
書
体
で
あ
る
こ

と
、
そ
れ
と
清
書
版
２
通
は
、
ほ
ぼ
一
対

一
対
応
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
。
問
題
は
、
石
橋
が
私
信
の
中
で
昭
和

天
皇
と
名
指
し
せ
ず
、「
あ
る
一
人
の
人
」

「
か
の
一
人
の
人
」と
書
い
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
石
橋
と
も
あ
ろ
う
人
が
、
内

奏
内
容
を
結
果
的
に
政
治
利
用
し
た
こ
と

に
違
和
感
が
残
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
は
も
う
文
脈
で
読
み
取
る

し
か
な
い
。
保
阪
正
康
、
原
彬
久
氏
ら
昭

和
史
研
究
者
に
読
ん
で
も
ら
い
、
や
は
り

こ
れ
は
昭
和
天
皇
し
か
考
え
ら
れ
な
い
、

と
い
う
言
質
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
は
も
う
書
く
し
か
な
い
。
サ
ン
デ

ー
毎
日
で
、
歴
史
文
書
ス
ク
ー
プ
と
し
て

３
週
に
わ
た
っ
て
特
報
し
た
。
昭
和
天
皇

の
が
ん
手
術
を
書
け
な
か
っ
た
未
達
成
感

が
、
反
転
攻
勢
と
な
っ
た
面
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
今
回
は
書
き
に
書
い
た
。
も

ち
ろ
ん
、新
聞
本
紙
で
の
勝
負
も
考
え
た
。

た
だ
、「
あ
る
一
人
の
人
」「
か
の
一
人
の

人
」の
壁
は
破
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
岸
は
石
橋
の
私
信
を
ど

う
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
成
、
令
和

と
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
、
で
あ
る
。

だ
が
、
我
々
の
世
代
は
ま
だ
昭
和
史
の
間か

ん

隙げ
き

を
埋
め
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
。

が
明
か
し
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
世
の

中
に
向
け
大
衆
的
に
オ
ー
プ
ン
に
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
あ
る
特
定
の
人
物
に
向
け

た
私
信
の
中
で
詳
ら
か
に
し
た
も
の
だ
。

◆
出
自
や
思
想 

相
い
れ
ぬ
二
人

石
橋
は
大
変
な
国
民
人
気
を
受
け
て
首

相
に
な
る
が
、病
を
得
て
71
日
間
で
退
陣
、

後
任
首
相
に
は
副
総
理
格
で
あ
っ
た
岸
が

就
任
す
る
。
岸
は
石
橋
と
は
全
く
違
う
路

線
を
歩
む
。
そ
も
そ
も
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て「
小
日
本
主
義
」を
唱
え
、

軍
部
の
領
土
拡
大
主
義
を
批
判
し
た
リ
ベ

ラ
リ
ス
ト
の
石
橋
と
、
革
新
官
僚
と
し
て

満
州
国
の
産
業
開
発
を
主
導
、
戦
後
は
Ａ

級
戦
犯
と
さ
れ
な
が
ら
政
界
復
帰
を
果
た

し
た
岸
と
は
出
自
も
思
想
も
背
景
も
相
い

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
親
中
派
の
石
橋
、

石
橋
内
閣
記
念
撮
影
　（
前
列 

左
か
ら
）岸
信
介
外
相
、石
橋
湛
山
首
相
、

池
田
勇
人
大
蔵
相（
１
９
５
６
年
12
月
23
日
／
首
相
官
邸
／
共
同
通
信
社
提
供
）

親
米
派
の
岸
、
護
憲
派
の
石
橋
、
改

憲
派
の
岸
と
外
交
路
線
、
憲
法
観
も

大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

そ
の
岸
が
政
治
生
命
を
賭
け
日
米

安
保
改
定
に
乗
り
出
し
た
。
国
民
の

間
か
ら
米
国
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
、
と
猛
反
発
が
あ
っ
た
。
国
会
が

二
重
三
重
に
包
囲
さ
れ
、
戦
後
日
本

の
最
大
の
反
政
府
市
民
闘
争
と
な
っ

た
の
は
ご
承
知
の
通
り
だ
。

退
陣
し
て
３
年
余
の
石
橋
も
、
こ

の
市
民
の
側
に
身
を
置
い
た
。
他
議

員
と
の
連
名
で
岸
に
進
言
書
を
提

出
、
首
相
退
陣
な
ど
を
求
め
て
い
る
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「
書
か
な
か
っ
た
話
」で
は
な
く「
書
け

な
か
っ
た
話
」か
ら
し
た
い
。

◆
密
談
の
動
き
察
知
し
た
も
の
の

１
９
８
７
年
９
月
の
こ
と
だ
。
当
時
私

は
政
治
部
記
者
と
し
て
、
中
曽
根
康
弘
政

権
の
後
藤
田
正
晴
官
房
長
官
番
を
し
て
い

た
。
５
年
間
続
い
た
政
権
末
期
の
幕
引
き

官
房
長
官
だ
っ
た
。
日
本
国
の
ス
ポ
ー
ク

ス
マ
ン
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
ポ
ス
ト
中

曽
根
、
中
曽
根
政
治
総
括
、
と
い
っ
た
面

で
も
、
重
要
な
取
材
対
象
だ
っ
た
。

我
々
番
記
者
は
ほ
ぼ
四
六
時
中
、
後
藤

田
氏
の
後
を
追
っ
か
け
て
い
た
。
ま
だ
官

房
長
官
室
の
中
に
記
者
が
自
由
に
出
入
り

で
き
た
時
代
だ
。
秘
書
官
席
に
座
る
者
も

い
た
し
、
電
話
を
取
る
者
ま
で
い
た
。

と
い
っ
て
も
、
敵
も
海
千
山
千
。
重
要

な
面
談
は
、
記
者
団
を
巻
き
、
別
の
場
所

を
セ
ッ
ト
、
こ
ち
ら
が
気
付
か
な
い
こ
と

も
多
々
あ
っ
た
。
普
段
は
誰
も
住
ん
で
い

昭
和
天
皇
に
ま
つ
わ
る
取
材

書
け
な
か
っ
た「
腸
の
ご
病
気
」

書
き
に
書
い
た
石
橋
親
書
の
謎

な
い
、
官
邸
敷
地
の
奥
に
あ
る
官
房
長
官

公
邸
と
呼
ば
れ
た
古
い
建
物
も
、
時
々
密

談
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
公
邸
密
談
の
動
き
を

察
知
、
公
用
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か

ら
、
相
手
が
宮
内
庁
長
官（
当
時
は
富
田

朝
彦
氏
）で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

こ
の
時
節
何
用
か
、
と
は
思
っ
た
が
、
我

が
取
材
は
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

後
藤
田
氏
の
警
察
の
後
輩
だ
か
ら
よ
も

や
ま
話
も
あ
ろ
う
。
他
社
で
気
付
い
た
者

も
い
な
い
。
し
ば
し
寝
か
し
て
お
こ
う
。

金
曜
日
の
夕
刻
、
週
末
気
分
も
あ
っ
た
。

安
直
に
割
り
切
っ
た
と
こ
ろ
、
と
ん
で
も

な
い
特
ダ
ネ
を
抜
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。今

で
も
忘
れ
な
い
。
翌
未
明
、
社
か
ら

の
電
話
で
叩
き
起
こ
さ
れ
た
。
朝
日
新
聞

朝
刊
１
面
ト
ッ
プ（
９
月
19
日
付
）に「
天

皇
陛
下
、
腸
の
ご
病
気
」「
手
術
の
可
能
性

も
」と
い
う
６
段
抜
き
の
ス
ク
ー
プ
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
ア
チ
ャ
ー
。
や
は
り
あ

れ
が
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
後
悔
先
に
立
た

ず
。
そ
の
後
宮
内
庁
サ
イ
ド
か
ら
出
た
ネ

タ
だ
っ
た
こ
と
は
わ
か
っ
た
が
、
あ
の
宮

内
庁
長
官
の
動
き
を
端
緒
に
、
組
織
を
挙

げ
て
取
材
し
て
い
た
ら
、
朝
日
と
並
べ
た

か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
だ
け
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
昭

和
天
皇
は
、
そ
の
15
カ
月
後
、
十
二
指
腸

乳
頭
周
囲
腫
瘍
、腺
が
ん
で
死
去
し
た
が
、

３
０
０
万
人
の
国
民
の
死
を
も
た
ら
し
た

あ
の
戦
争
と
、
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国

に
ま
で
な
っ
た
戦
後
の
復
興
・
発
展
と
、

二
つ
の
真
逆
の
側
面
を
持
っ
た
昭
和
と
い

う
時
代
の
終
わ
り
を
含
意
す
る
歴
史
的
大

ネ
タ
で
あ
っ
た
。
書
く
べ
き
話
を
書
け
な

か
っ
た
、
と
の
不
全
感
が
残
っ
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
近
く
が
経
過
、
私
は
新

聞
紙
面
を
離
れ
て
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
と
い

う
週
刊
誌
で
、
週
１
回
の
政
治
コ
ラ
ム
を

書
く
身
と
な
っ
て
い
た
。
ネ
タ
に
し
て
も

分
量
に
し
て
も
、
週
刊
誌
と
い
う
メ
デ
ィ

ア
の
持
つ
自
由
度
に
新
鮮
さ
を
感
じ
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
た
。

そ
こ
に
昭
和
天
皇
が
ら
み
の
ネ
タ
が
一

つ
持
ち
込
ま
れ
た
。「
え
ー
？
　
本
当
」

と
、
頬
を
つ
ね
り
た
く
な
る
よ
う
な
、
以

下
の
も
の
で
あ
っ
た
。

◆「
東
條
以
上
の
戦
争
責
任
者
」

１
９
５
６
年
12
月
末
、
石
橋
湛
山
政
権

発
足
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
石
橋
首
相
が

初
の
内
奏
に
皇
居
に
赴
き
、
昭
和
天
皇
に

初
組
閣
の
閣
僚
名
簿
を
示
し
た
時
の
こ
と

で
あ
る
。
昭
和
天
皇
が
名
簿
に
岸
信
介
外

相
と
あ
る
の
を
見
て
、
極
め
て
深
刻
な
表

情
を
し
て
石
橋
に
こ
う
尋
ね
た
と
い
う
。

「
自
分
は
こ
の
名
簿
に
対
し
て
一
つ
尋

ね
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
し
て

岸
を
外
相
に
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
彼
は
先
般
の
戦
争
に
お
い
て
責
任
が

あ
る
。
そ
の
重
大
さ
は
東
條（
英
機
）以

倉
く ら

重
し げ

　篤
あ つ

郎
ろ う

1953年東京都生まれ　78年東
京大教育学部卒　毎日新聞社
入社　水戸　青森の各支局　
整理　政治　経済の各部を経
て　2004年政治部長　11年論
説委員長　13年専門編集委員
を経て　現在　客員編集委員　
著書に『日本の死に至る病』
（河出書房新社）など



13⃝日本記者クラブ会報　2026.2.10　No.672

書 いた話　書かなかった話

上
で
あ
る
と
自
分
は
思
う
」

石
橋
は
こ
れ
を
聞
き
、
そ
の
厳
し
さ
に

驚
き
、か
つ
恐
縮
し
、な
ぜ
岸
を
外
相（
副

総
理
格
）に
し
た
か
百
万
辞
を
尽
く
し
て

了
解
を
求
め
た
と
い
う
。
直
前
の
自
民
党

総
裁
選
の
第
一
回
投
票
で
岸
が
ト
ッ
プ
を

つ
け
た
の
に
対
し
、
決
選
投
票
で
２
、
３

位
連
合
が
成
立
、
石
橋
が
小
差
で
岸
を
抑

え
込
ん
だ
、
と
の
経
過
が
あ
り
、
政
局
安

定
を
期
す
た
め
に
は
岸
を
重
職
で
登
用
す

る
必
要
が
あ
っ
た
、
云
々
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
天
皇
は
そ
れ
以
上
に
追

及
す
る
こ
と
は
な
く
、「
そ
う
い
う
わ
け

な
ら
宜
し
い
が
、
と
に
か
く
彼
は
東
條
以

上
の
戦
争
責
任
者
で
あ
る
」と
繰
り
返
し

述
べ
た
と
い
う
。

皇
居
の
奥
の
院
で
の
一
対
一
の
や
り
と

り
が
な
ぜ
漏
れ
た
か
。
そ
れ
は
石
橋
本
人

が
、
そ
れ
と
は
別
に
岸
宛
て
に
送
ら
れ
た

の
が
、
こ
の
昭
和
天
皇
内
奏
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
た
私
信
だ
っ
た
。
１

９
６
０
年
４
月
20
日
付
で
、
国
会
情
勢
が

緊
迫
化
、
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議
の
第

15
次
統
一
行
動（
４
月
15
日
～
26
日
）の

さ
な
か
で
あ
っ
た
。
私
信
の
趣
旨
と
し
て

は
、
昭
和
天
皇
の
厳
し
い
見
立
て
を
知
ら

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岸
本
人
の
自
重
と

安
保
改
定
の
延
期
を
求
め
る
、
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
。

私
信
は
石
橋
の
秘
書
が
岸
政
権
の
椎
名

悦
三
郎
官
房
長
官
に
手
渡
し
た
と
こ
ろ
ま

で
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
扱

い
は
不
明
だ
。
岸
が
読
ん
だ
か
ど
う
か
も

わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
石
橋
側
に
は
石
橋

の
手
書
き
草
稿
１
通
と
そ
れ
を
清
書
し
た

も
の（
私
信
未
完
成
版
）が
２
通
残
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
は
、
ど
こ
か
に
紛
れ
込
ん
で

い
た
が
、
２
０
１
５
年
８
月
、
石
橋
湛
山

研
究
者
の
増
田
弘
氏
が
、
石
橋
が
社
長
を

務
め
て
い
た
東
洋
経
済
新
報
社
の
倉
庫
か

ら
発
掘
し
た
。
そ
れ
が
人
を
介
し
て
私
の

元
に
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
昭
和
天
皇
に
関
す
る
一
級
資
料

で
は
な
い
か
。
内
奏
と
い
う
形
で
明
ら
か

に
政
治
的
発
言
を
し
て
い
る
。
岸
を
東
條

以
上
の
戦
争
責
任
者
だ
と
名
指
し
す
る
。

天
皇
の
戦
争
観
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

◆
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り

た
だ
、
こ
れ
を
字
に
す
る
に
は
、
こ
れ

が
昭
和
天
皇
の
言
辞
に
間
違
い
な
い
、
と

い
う
確
証
が
必
要
だ
。
そ
の
手
書
き
草
稿

が
、
石
橋
が
脳
梗
塞
の
た
め
不
自
由
な
左

手
で
書
い
た
独
特
な
草
書
体
で
あ
る
こ

と
、
そ
れ
と
清
書
版
２
通
は
、
ほ
ぼ
一
対

一
対
応
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
。
問
題
は
、
石
橋
が
私
信
の
中
で
昭
和

天
皇
と
名
指
し
せ
ず
、「
あ
る
一
人
の
人
」

「
か
の
一
人
の
人
」と
書
い
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
石
橋
と
も
あ
ろ
う
人
が
、
内

奏
内
容
を
結
果
的
に
政
治
利
用
し
た
こ
と

に
違
和
感
が
残
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
は
も
う
文
脈
で
読
み
取
る

し
か
な
い
。
保
阪
正
康
、
原
彬
久
氏
ら
昭

和
史
研
究
者
に
読
ん
で
も
ら
い
、
や
は
り

こ
れ
は
昭
和
天
皇
し
か
考
え
ら
れ
な
い
、

と
い
う
言
質
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
は
も
う
書
く
し
か
な
い
。
サ
ン
デ

ー
毎
日
で
、
歴
史
文
書
ス
ク
ー
プ
と
し
て

３
週
に
わ
た
っ
て
特
報
し
た
。
昭
和
天
皇

の
が
ん
手
術
を
書
け
な
か
っ
た
未
達
成
感

が
、
反
転
攻
勢
と
な
っ
た
面
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
今
回
は
書
き
に
書
い
た
。
も

ち
ろ
ん
、新
聞
本
紙
で
の
勝
負
も
考
え
た
。

た
だ
、「
あ
る
一
人
の
人
」「
か
の
一
人
の

人
」の
壁
は
破
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
岸
は
石
橋
の
私
信
を
ど

う
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
成
、
令
和

と
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
、
で
あ
る
。

だ
が
、
我
々
の
世
代
は
ま
だ
昭
和
史
の
間か

ん

隙げ
き

を
埋
め
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
。

が
明
か
し
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
世
の

中
に
向
け
大
衆
的
に
オ
ー
プ
ン
に
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
あ
る
特
定
の
人
物
に
向
け

た
私
信
の
中
で
詳
ら
か
に
し
た
も
の
だ
。

◆
出
自
や
思
想 

相
い
れ
ぬ
二
人

石
橋
は
大
変
な
国
民
人
気
を
受
け
て
首

相
に
な
る
が
、病
を
得
て
71
日
間
で
退
陣
、

後
任
首
相
に
は
副
総
理
格
で
あ
っ
た
岸
が

就
任
す
る
。
岸
は
石
橋
と
は
全
く
違
う
路

線
を
歩
む
。
そ
も
そ
も
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て「
小
日
本
主
義
」を
唱
え
、

軍
部
の
領
土
拡
大
主
義
を
批
判
し
た
リ
ベ

ラ
リ
ス
ト
の
石
橋
と
、
革
新
官
僚
と
し
て

満
州
国
の
産
業
開
発
を
主
導
、
戦
後
は
Ａ

級
戦
犯
と
さ
れ
な
が
ら
政
界
復
帰
を
果
た

し
た
岸
と
は
出
自
も
思
想
も
背
景
も
相
い

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
親
中
派
の
石
橋
、

石
橋
内
閣
記
念
撮
影
　（
前
列 

左
か
ら
）岸
信
介
外
相
、石
橋
湛
山
首
相
、

池
田
勇
人
大
蔵
相（
１
９
５
６
年
12
月
23
日
／
首
相
官
邸
／
共
同
通
信
社
提
供
）

親
米
派
の
岸
、
護
憲
派
の
石
橋
、
改

憲
派
の
岸
と
外
交
路
線
、
憲
法
観
も

大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

そ
の
岸
が
政
治
生
命
を
賭
け
日
米

安
保
改
定
に
乗
り
出
し
た
。
国
民
の

間
か
ら
米
国
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
、
と
猛
反
発
が
あ
っ
た
。
国
会
が

二
重
三
重
に
包
囲
さ
れ
、
戦
後
日
本

の
最
大
の
反
政
府
市
民
闘
争
と
な
っ

た
の
は
ご
承
知
の
通
り
だ
。

退
陣
し
て
３
年
余
の
石
橋
も
、
こ

の
市
民
の
側
に
身
を
置
い
た
。
他
議

員
と
の
連
名
で
岸
に
進
言
書
を
提

出
、
首
相
退
陣
な
ど
を
求
め
て
い
る
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文
化
、
マ
ン
ガ
…
…
豊
か
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
な
が
ら
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
課
題
も
あ

る
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
観
光
先
進

国
の
事
例
や「
仕
事
と
旅
の
融
合
」な
ど

新
潮
流
を
紹
介
し
、地
域
や
国
、関
連
産
業

が
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
時
代
に
飛
躍

す
る
た
め
の
方

策
を
考
え
る
。

�『
日
本
財
団
は
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い

る
の
か
　
第
十
巻
　
教
育
大
刷
新
』

鳥
海
　
美
朗（
産
経
新
聞
社
出
身
）

偏
差
値
教
育
を
打
破
し
よ
う
　

　
日
本
財
団
グ
ル
ー
プ
が
、
つ
い
に
日
本

の
大
学
教
育
の
構
造
改
革
に
乗
り
出
し

た
。
そ
の
柱
の
一
つ
が
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
。
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
子
会
社
で
あ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企

業
を
運
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
た
新
タ
イ

プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
で
あ
る
。
も
う
一

つ
の
柱
は
、
学
生
た
ち
が
日
本
を
含
む
世

界
の
複
数
の
都
市
を
巡
回
、
滞
在
し
、
社

会
課
題
の
解
決
の
方
策
を
探
る
米
ミ
ネ
ル

バ
大
学
の
手
法
の
採
用
だ
。
二
つ
の
大
学

の
共
通
点
は
偏

差
値
至
上
主
義

を
超
越
し
た
学

び
の
手
法
と
言

っ
て
い
い
。

『
邪
馬
台
国
倭
国
扶
桑
国
統
一
史
～
道
理
と

道
義
の
花
を
咲
か
せ
る
～
』

壱
岐
　
一
郎（
九
州
朝
日
放
送
出
身
）

元
軍
国
少
年
の
総
決
算
　

　
学
界
・
出
版
界
が
避
け
る
中
国
史
料
。

１
９
８
９
年
に
北
京
放
送
に
職
を
得
て
、

あ
の
天
安
門
事
件
後
の
２
年
、
複
雑
・
広

大
な
中
国
を
巡
り
歩
き
帰
国
し
ま
し
た
。

　
正
史
と
さ
れ
る
日
本
書
紀
を
疑
っ
て
70

年
、
考
古
資
料
と
中
国
史
料
か
ら
、
初
代

天
皇
を
天
命
開
別
命
、
天
智
天
皇
と
し
た

も
の
で
す
。

　
関
西
、
福
岡
に
３
回
住
み
、
大
昔
、
金

沢
、
仙
台
に
学
ん
だ
ほ
か
、
北
京
、
沖
縄

に
通
算
１0
年
住

ん
で
い
ま
す
。

元
軍
国
少
年
の

総
決
算
に
な
り

ま
し
た
。

�『
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
　
日
本
再
興
の
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
』

橘
高
　
聡（
元
日
本
経
済
新
聞
社
記
者
、
日
経
リ
サ
ー

チ
顧
問
）

観
光
資
源
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
好
機
　

　
世
界
は「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
」を
迎
え

た
。
多
く
の
産
業
が
競
争
力
を
失
っ
た
日

本
で
は
、
観
光
が
経
済
低
迷
を
脱
す
る
切

り
札
に
な
る
。だ
が
自
然
、グ
ル
メ
、歴
史
、

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

つむぎ書房
1,980円

工作舎
2,200円

日経ＢＰ�日本経済新聞出版
2,530円

『
償
い
　
綾
瀬
女
子
高
校
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰

め
殺
人
事
件
　
６
人
の
加
害
少
年
を
追
っ
て
』

山
﨑�

裕
侍（
北
海
道
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
セ
ン
タ

ー
報
道
部
デ
ス
ク
）

25
年
間
考
え
続
け
た
答
え
と
は
　

　「
な
ぜ
加
害
者
を
擁
護
す
る
」

　「
被
害
者
の
こ
と
を
考
え
ろ
」

　
史
上
最
悪
の
少
年
事
件
の
加
害
者
を
報

じ
る
と
、
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
意
見
が
噴

出
す
る
。
そ
ん
な
感
情
を
抱
く
人
ほ
ど
、

こ
の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
。

　
私
が
取
材
す
る
の
は
、
被
害
者
の
た
め

で
あ
る
。
私
が
報
じ
る
の
は
、
新
た
な
被

害
者
を
出
さ
な
い
た
め
で
あ
る
。
私
が
伝

え
る
も
の
は
、あ
な
た
の
た
め
で
も
あ
る
。

　
子
ど
も
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
し

な
い
た
め
に
何

が
で
き
る
か
。

２5
年
間
考
え
続

け
た
答
え
と
は

…
。

■
会
議
報
告

●
第
４
６
９
回
会
報
委
員
会

�

（
１
・
７
　
大
会
議
室
）

２
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
田
中
、
森
、
高
橋
、

成
田
、
勝
田
、
飯
山
の
各
委
員
。

●
第
５
６
８
回
企
画
委
員
会

�

（
１
・
１4
　
１0
階
ホ
ー
ル
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

衆
院
解
散
が
あ
っ
た
場
合
の
党
首
討
論

会
の
開
催
方
式
を
確
認
し
た
後
、
今
後
の

ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

出
席
　
菅
野
委
員
長
、
伊
藤
、
行
方
、
橋

本
、
猪
熊
、
大
内
、
奥
村
、
高
橋
、
辻
本
、

乾
、
森
田
、
吉
村
、
小
林
、
中
村
、
白
石
、

森
、
山
口
、
宮
内
、
今
井
、
出
川
、
山
下
、

小
栗
、
藤
川
、
立
石
、
石
原
、
滝
の
各
委

員
。

●
第
５
８
１
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
１
・
１３
　
小
会
議
室
）

２
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。
会
員
の
入
会
拡
大
策
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
佐
々
木
、
清
水
、

松
永
、
池
澤
、
中
村
、
中
本
、
徳
永
、
武

井
の
各
委
員
。

●
第
７
３
７
回
理
事
会（
書
面
）

①
ク
ラ
ブ
賞
内
規
に
従
い
、
２
０
２
６

年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
選
考
委
員
会
を

総
務
委
員
会
委
員
で
構
成
し
、
選
考
委
員

長
を
総
務
委
員
長
が
務
め
る
件
、
②
２
月

１
日
付
入
退
会
に
関
す
る
件
を
承
認
し

た
。〈法

人
代
表
変
更
〉

・
南
日
本
新
聞
社

 

木
脇
良
知 

代
表
取
締
役
社
長（
旧 

佐

潟
隆
一
氏
）

・
日
本
放
送
協
会

井
上
樹
彦 

会
長（
旧 

稲
葉
延
雄
氏
）

・
東
海
テ
レ
ビ
放
送

 

林
泰
敬 

代
表
取
締
役
社
長（
旧 

小
島

浩
資
氏
）

文藝春秋
1,980円
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会員懇親 会

2025年(第53回）予想アンケート結果（2025年1月31日締め切り　応募総数　213）平均＝5.4点

新
年
互
礼
会
員
懇
親
会
が
１
月
23
日

（
金
）夕
、
10
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

１
２
４
人
が
参
加
し
た
。

老
川
祥
一
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
国
際
情
勢
、
日
本
の
政
治
情
勢
も
大

き
な
変
動
期
に
入
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ

ア
の
世
界
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
誹
謗
中

傷
、
デ
マ
、
無
責
任
な
情
報
が
飛
び
交

っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
言
論
空
間
が
混

乱
し
て
い
る
中
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

新
聞
・
放
送
が
信
頼
さ
れ
る
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
の
意
義
の
大
き
さ
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
の
役
割
も
従
来
以
上
に
重
く
な
っ
て

い
る
」と
述
べ
た
。

続
い
て「
２
０
２
５
年
予
想
ア
ン
ケ

ー
ト
」の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
一
番
の

難
問
は「
12
月
31
日
現
在
の
わ
が
国
の

首
相
は
誰
か
」で
、
正
解
率
は
３
・
８

％
だ
っ
た
。
鞍
馬
進
之
介
さ
ん（
読
売

新
聞
中
部
支
社
）、
下
山
純
さ
ん（
共

ア
ン
ケ
ー
ト 

最
高
得
点
は
９
点
　
首
相 

正
解
率
は
３
・
８
％

同
通
信
社
）、瀧
山
誠
さ
ん（
フ
ジ
テ
レ

ビ
出
身
）の
３
人
が
９
問
正
解
で
最
高

得
点
者
と
な
っ
た
。
下
山
さ
ん
と
瀧
山

さ
ん
が
出
席
し
、
菅
野
幹
雄
企
画
委
員

長
か
ら
賞
状
と
副
賞
を
受
け
取
っ
た
。

誤
答
は
首
相
を
当
て
る
質
問
の
み
だ

っ
た
下
山
さ
ん
は「
高
市
首
相
を
外
し

た
の
は
残
念
だ
っ
た
が
、
全
く
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
首
相
を
当
て
る
問
題
は

一
番
自
信
が
あ
っ
た
が
、
他
は
勘
が
当

た
っ
た
」。
瀧
山
さ
ん
は
年
末
の
首
相

を
当
て
る
問
題
に
正
解
。「
政
党
が
乱

立
し
、
何
が
起
こ
る
か
よ
く
分
か
ら
な

い
時
に
日
本
の
存
在
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
人
を
選
ん
だ
ほ
う
が
い
い
。

そ
れ
は
自
民
党
の
高
市
さ
ん
か
な
と
思

っ
た
」と
語
っ
た
。

会
見
ゲ
ス
ト
で
は
ギ
ラ
ッ
ド
・
コ
ー

ヘ
ン
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
ら
が
出

席
、
各
国
大
使
館
か
ら
も
参
加
い
た
だ

い
た
。 

（
西
村
）

正解 正解率
①１２月３１日現在のわが国の首相は誰か （高市早苗氏） ３.8%
②衆参同日選挙が （行われない）64.３%
③政府がデフレ脱却を宣言 （しない） 6２.4%
④�春闘の賃上げ率が前年の実績（連合の最終集計で5.１0％）を�
※5.２5％ （上回る） 67.１%
⑤ウクライナとロシアが停戦に合意し、１２月３１日時点で停戦が維持されて （いない） 49.8%
⑥米朝首脳会談が （行われない）60.6%
⑦選択的夫婦別姓を導入する法案が国会で成立 （しない） 46.9%
⑧�大阪・関西万博の入場者数が３000万人を�
※�一般来場者数（関係者等を除く）は累計２557万8986人。関係者等も含めた総来場
者数は累計２90１万79２4人。

（超えない） 70.0%

⑨�日本国内の最高気温が過去最高（4１.１℃�２0２0年浜松／２0１8年熊谷）を更新�
※8月5日に群馬県伊勢崎市で4１. 8℃を記録 （する） 64.３%
⑩�１２月３１日時点の大相撲の横綱の人数は�
※豊昇龍（２0２5年1月昇進）、大の里（２0２5年5月昇進） （２人） 5１.6%

最高得点者の瀧山誠さんと下山純さん（左から） 乾杯の音頭をとる老川祥一理事長

イスラエルのコーヘン駐日大使（左）と日本
外国特派員協会（FCCJ）のスローン会長
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、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
観
光
先
進

国
の
事
例
や「
仕
事
と
旅
の
融
合
」な
ど

新
潮
流
を
紹
介
し
、地
域
や
国
、関
連
産
業

が
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
時
代
に
飛
躍

す
る
た
め
の
方

策
を
考
え
る
。

�『
日
本
財
団
は
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い

る
の
か
　
第
十
巻
　
教
育
大
刷
新
』

鳥
海
　
美
朗（
産
経
新
聞
社
出
身
）

偏
差
値
教
育
を
打
破
し
よ
う
　

　
日
本
財
団
グ
ル
ー
プ
が
、
つ
い
に
日
本

の
大
学
教
育
の
構
造
改
革
に
乗
り
出
し

た
。
そ
の
柱
の
一
つ
が
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
。
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
子
会
社
で
あ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企

業
を
運
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
た
新
タ
イ

プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
で
あ
る
。
も
う
一

つ
の
柱
は
、
学
生
た
ち
が
日
本
を
含
む
世

界
の
複
数
の
都
市
を
巡
回
、
滞
在
し
、
社

会
課
題
の
解
決
の
方
策
を
探
る
米
ミ
ネ
ル

バ
大
学
の
手
法
の
採
用
だ
。
二
つ
の
大
学

の
共
通
点
は
偏

差
値
至
上
主
義

を
超
越
し
た
学

び
の
手
法
と
言

っ
て
い
い
。

『
邪
馬
台
国
倭
国
扶
桑
国
統
一
史
～
道
理
と

道
義
の
花
を
咲
か
せ
る
～
』

壱
岐
　
一
郎（
九
州
朝
日
放
送
出
身
）

元
軍
国
少
年
の
総
決
算
　

　
学
界
・
出
版
界
が
避
け
る
中
国
史
料
。

１
９
８
９
年
に
北
京
放
送
に
職
を
得
て
、

あ
の
天
安
門
事
件
後
の
２
年
、
複
雑
・
広

大
な
中
国
を
巡
り
歩
き
帰
国
し
ま
し
た
。

　
正
史
と
さ
れ
る
日
本
書
紀
を
疑
っ
て
70

年
、
考
古
資
料
と
中
国
史
料
か
ら
、
初
代

天
皇
を
天
命
開
別
命
、
天
智
天
皇
と
し
た

も
の
で
す
。

　
関
西
、
福
岡
に
３
回
住
み
、
大
昔
、
金

沢
、
仙
台
に
学
ん
だ
ほ
か
、
北
京
、
沖
縄

に
通
算
１0
年
住

ん
で
い
ま
す
。

元
軍
国
少
年
の

総
決
算
に
な
り

ま
し
た
。

�『
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
　
日
本
再
興
の
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
』

橘
高
　
聡（
元
日
本
経
済
新
聞
社
記
者
、
日
経
リ
サ
ー

チ
顧
問
）

観
光
資
源
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
好
機
　

　
世
界
は「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
」を
迎
え

た
。
多
く
の
産
業
が
競
争
力
を
失
っ
た
日

本
で
は
、
観
光
が
経
済
低
迷
を
脱
す
る
切

り
札
に
な
る
。だ
が
自
然
、グ
ル
メ
、歴
史
、

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

つむぎ書房
1,980円

工作舎
2,200円

日経ＢＰ�日本経済新聞出版
2,530円

『
償
い
　
綾
瀬
女
子
高
校
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰

め
殺
人
事
件
　
６
人
の
加
害
少
年
を
追
っ
て
』

山
﨑�

裕
侍（
北
海
道
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
セ
ン
タ

ー
報
道
部
デ
ス
ク
）

25
年
間
考
え
続
け
た
答
え
と
は
　

　「
な
ぜ
加
害
者
を
擁
護
す
る
」

　「
被
害
者
の
こ
と
を
考
え
ろ
」

　
史
上
最
悪
の
少
年
事
件
の
加
害
者
を
報

じ
る
と
、
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
意
見
が
噴

出
す
る
。
そ
ん
な
感
情
を
抱
く
人
ほ
ど
、

こ
の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
。

　
私
が
取
材
す
る
の
は
、
被
害
者
の
た
め

で
あ
る
。
私
が
報
じ
る
の
は
、
新
た
な
被

害
者
を
出
さ
な
い
た
め
で
あ
る
。
私
が
伝

え
る
も
の
は
、あ
な
た
の
た
め
で
も
あ
る
。

　
子
ど
も
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
し

な
い
た
め
に
何

が
で
き
る
か
。

２5
年
間
考
え
続

け
た
答
え
と
は

…
。

■
会
議
報
告

●
第
４
６
９
回
会
報
委
員
会

�

（
１
・
７
　
大
会
議
室
）

２
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
田
中
、
森
、
高
橋
、

成
田
、
勝
田
、
飯
山
の
各
委
員
。

●
第
５
６
８
回
企
画
委
員
会

�

（
１
・
１4
　
１0
階
ホ
ー
ル
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

衆
院
解
散
が
あ
っ
た
場
合
の
党
首
討
論

会
の
開
催
方
式
を
確
認
し
た
後
、
今
後
の

ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

出
席
　
菅
野
委
員
長
、
伊
藤
、
行
方
、
橋

本
、
猪
熊
、
大
内
、
奥
村
、
高
橋
、
辻
本
、

乾
、
森
田
、
吉
村
、
小
林
、
中
村
、
白
石
、

森
、
山
口
、
宮
内
、
今
井
、
出
川
、
山
下
、

小
栗
、
藤
川
、
立
石
、
石
原
、
滝
の
各
委

員
。

●
第
５
８
１
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
１
・
１３
　
小
会
議
室
）

２
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。
会
員
の
入
会
拡
大
策
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
佐
々
木
、
清
水
、

松
永
、
池
澤
、
中
村
、
中
本
、
徳
永
、
武

井
の
各
委
員
。

●
第
７
３
７
回
理
事
会（
書
面
）

①
ク
ラ
ブ
賞
内
規
に
従
い
、
２
０
２
６

年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
選
考
委
員
会
を

総
務
委
員
会
委
員
で
構
成
し
、
選
考
委
員

長
を
総
務
委
員
長
が
務
め
る
件
、
②
２
月

１
日
付
入
退
会
に
関
す
る
件
を
承
認
し

た
。〈法

人
代
表
変
更
〉

・
南
日
本
新
聞
社

 

木
脇
良
知 

代
表
取
締
役
社
長（
旧 

佐

潟
隆
一
氏
）

・
日
本
放
送
協
会

井
上
樹
彦 

会
長（
旧 

稲
葉
延
雄
氏
）

・
東
海
テ
レ
ビ
放
送

 

林
泰
敬 

代
表
取
締
役
社
長（
旧 

小
島

浩
資
氏
）

文藝春秋
1,980円

マ イBOOK
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：121社　⃝基本会員：694人　⃝個人会員：961人
⃝法人・個人賛助会員：54社・114人　⃝特別賛助会員：97人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：78人 計175社・1,955人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

佐藤　圭一　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　成田　浩二　堀口由多可 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（２／２現在）

１６㊊
１５：００ ～ １６：３０　１０階ホール

「２０２６年経済展望－激動の世界と日本を読む」⑤
門間一夫 みずほリサーチ＆テクノロジーズ エグゼ
クティブエコノミスト

１７㊋
１３：００ ～ １４：３０　９階会見場

「人口減少時代を生きる」⑨ キャリア官僚はなぜ辞め
るのか～有意な人材を生かす回転ドア社会実現を
吉井弘和 ＶＯＬＶＥ代表取締役、慶應義塾大学准教授

１８㊌
１３：３０ ～ １４：３０　１０階ホール

「人口減少時代を生きる」⑩ 静岡県の多文化共生の取
り組み
鈴木康友 静岡県知事

■訃報
　富永壮彦さん（共同通信社出身、９２歳）が昨年
１２月３１日に、ルジャンドル―コイズミ ジョエル
さん（個人Ｄ会員 フランスＲＴＬ放送、６９歳）が１月
１１日に、細矢茂雄さん（日本テレビ放送網出身、
９３歳）が同２７日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　２０２６年度の日本記者クラブ賞と同特別賞の候
補推薦募集を１月３０日に締め切りました。
　今後は推薦委員会（個人Ｄ会員６人で構成）と
選考委員会（総務委員１５人で構成）の審査を経て、
４月２７日の理事会で受賞者が決定します。贈賞
式は５月２７日の社員総会の日に行う予定です。

クラブ賞の推薦募集を締め切りました

　法人賛助会員の一般社団法人ケーブルテレビ
情報センターが下記へ移転しました。
〒１０４－００３３
東京都中央区新川１－４－８ フォーラム島田ＩＩ ５階　
電話 ０３－６２８０－５４４２

ケーブルテレビ情報センターが移転

　確定申告のため領収書が必要な方は会員事務
担当の杉本（０３－３５０３－２７２７）へご連絡ください。領
収書は引き落としごとに発行、１月または１２月に
１年分をまとめての発行をお選びいただけます。

会費の領収書送ります

　会見の案内はメールで受信されるのが便利で
す。日時の変更・中止などの急なお知らせは、
はがきでは間に合いません。メールではすぐお
届けできます。メール登録を希望される方は、
お名前と会員番号を下記のアドレスへご連絡く
ださい。ＯＢＯＧ会員の皆さまにもご登録をお願
いします。メール：ｋａｉｋｅｎ＠ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ

会見案内 メール登録を

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　二月お献立（２/２７まで）
　先付前菜：鶯

おう

宿
しゅく

梅
ばい

かゆかけ、いわし梅煮、え
び手まり寿司など　猪口：山菜あいまぜ　椀盛
り：ずわいがに真丈 みぞれ仕立てなど　造り：
寒ひらめ薄造り　焼き物：かんぱち西京焼き　
炊き合わせ：ひろうす、にしん、梅麩など　食事：
きゃらぶきご飯、味噌汁　甘味：抹茶わらびも
ち つぶあん（５，５００円） （板長：薫田勝）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（２/２８まで）
　スモークサーモンとオレンジのマリネ 柑橘類
のヴィネグレット、かぶのポタージュ、牛フィ
レ肉のグリル マディラソース、生チョコのテリ
ーヌ、コーヒーまたは紅茶、パンとバター（４，
４００円）。ランチ、ディナーともに９階レストラ
ンでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

　日本記者クラブの貸室
は、会員の皆さんが自由に
お使いになれるスペースで
す。９階には大会議室、小
会議室、会見場（写真）の
３室、１０階にはホールがあります。１０階ホールは
人数や用途によって分割した使い方ができます。
　社内会議はもとより、社外の方を招いての会
議、セミナー、同窓・同期会、懇親会などにご
利用ください。お食事とあわせてご利用できる
飲み放題プランも用意しております。
　貸室の空き状況、利用料金はウェブサイトで
ご確認いただけます。詳細はフロアマネジャー

（０３－３５０３－２７２４）にお問い合わせください。

クラブ貸室をご利用ください

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●丹羽宇一郎さん 会見動画公開中
　先月８６歳で死去した元伊藤忠商
事社長で、民間出身として初めて
駐中国大使を務めた丹羽宇一郎さ
んは過去５回（２００８年６月、１０年
７月、１２年１２月、１５年９月、１７年１０月）、クラ
ブで会見しています。会見動画や会見詳録を掲
載しています。
●不破哲三さん 会見動画公開中
　先月９５歳で死去した日本共産党
前議長の不破哲三さんは、記者会
見や国政選挙前の党首討論会でこ
れまで１５回登壇しています。２０１５
年１１月にはシリーズ「戦後７０年 語る・問う」で
野党党首からみた戦後保守政治について語りま
した。この会見の動画を公開しています。
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新しい個人Ｄ会員

　恩師、海老坪勇氏の招待で訪れて40年、
ようやくその足元にたどり着きました。
健全なジャーナリズムの継承に挑みます。

蔭
かげ

山
やま

　実
みのる 1990年産経新聞社入社。社会部・

司法担当、シアトル、イスラマバー
ド各特派員、ロンドン支局長、外
信部次長、運動部長、編集局編集
長などを経て、2021年10月退社。
現在、日本美術協会事務局長。

　フリーの労働ジャーナリストとして活
動を始めました。テーマは山のようにあ
ります。発信する内容のレベルアップを
めざします。

水
みず

野
の

　裕
ゆう

司
じ 1983年日本経済新聞社入社。日経
ビジネス副編集長、産業部編集委
員、静岡支局長、論説副委員長、
上級論説委員などを経て、2025年
12月退社。

　古巣の上司・同僚の推薦で入会でき
ました。皆さまと交わって学びを深め、
若い記者の応援にも努めたいです。よ
ろしくお願いします。

鈴
すず

木
き

　誠
まさ

之
し 2000年静岡新聞社入社。東部総局
編集部、浜岡支局、島田支局長、社
会部長兼論説委員兼編集委員、ニュー
スセンター部長兼論説委員兼紙面審
査委員などを経て、25年10月退社。

　20年以上、芸術界の巨匠を取材して
きましたが、芸術が持つ癒しの力や社
会、世界平和に対する影響について考
え続けたいと思います。

野
の

津
つ

　修
のぶ

敏
とし 1969年産経新聞社入社。大阪・東京
経済部、ワシントン特派員、ニューヨー
ク、ロンドン各支局長、外信部編集
委員兼論説委員。2001年からは日本
美術協会で事務局長や顧問を歴任。

会員掲示 板

　東京写真記者協会に加盟する新聞・通信・放送33
社の記者が2025年に撮影した報道写真の中から政
治・経済・社会・スポーツ・芸術など幅広いジャン
ルの決定的瞬間を捉えた約300点を４月19日まで展
示しています。
https://newspark.jp/exhibition/
横浜市中区日本大通11 横浜情報文化センター
電話：045-661-2040

◇
　個人Ｄ会員の入会キャンペーンを実施していま
す。いま新たに個人Ｄ会員になると、１年間、会費
が半額になります。個人Ｄ会員を新たにご紹介くだ
さった方には、クラブの施設で利用可能な食事券・
喫茶券あわせて5000円分を贈呈します。ぜひご友人
を紹介してください。
　詳細は事務局・杉本（03-3503-2727）までお問い合
わせください。

日本新聞博物館　2025年報道写真展

窯
焼
き
の
際
に
敷
い

た
わ
ら
が
赤
い
筋
と
な

る
緋ひ

だ

襷す
き

、
燃
え
尽
き
た

灰
に
い
ぶ
さ
れ
て
で
き

る
桟さ

ん

切ぎ
り

…
。
浮
か
び
上

が
っ
た
模
様
は
味
わ
い

深
く
、
趣
が
あ
る
。

岡
山
県
備
前
市
の
陶
芸
家
大
石
茜

さ
ん（
29
）か
ら
個
展
の
案
内
を
も

ら
い
１
月
、
東
京
・
新
宿
区
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
羊
と
山
羊
」に
足
を
運
ん

だ
。
並
ぶ
の
は
日
本
六
古
窯
の
一
つ

と
さ
れ
る
備
前
焼
の
茶
わ
ん
や
皿
、

湯
飲
み
な
ど
約
１
３
０
点
。
釉ゆ

う

薬や
く

を

使
わ
ず
に
焼
成
さ
れ
、
素
朴
な
土
の

風
合
い
と
独
特
の
窯
変
を
特
徴
と
す

る
。意

外
な
作
品
も
あ
っ
た
。
あ
え
て

釉
薬
を
使
い
光
沢
を
出
し
た
も
の
、

土
に
コ
バ
ル
ト
を
混
ぜ
て
青
み
を
加

え
た
も
の
な
ど
、
伝
統
様
式
と
は
一

線
を
画
す
る
。「
自
分
な
り
の
新
し

い
試
み
で
す
。
若
い
世
代
に
も
手
に
取

っ
て
ほ
し
く
て
」。
大
石
さ
ん
は
そ
う

語
っ
た
。

彼
女
の
経
歴
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
東
京

出
身
で
津
田
塾
大
を
卒
業
後
、
２
０
２

０
年
に
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
移
住
し
、

地
域
紙
記
者
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の

復
興
状
況
を
伝
え
た
。
陶
芸
の
道
に
進

ん
だ
の
は
23
年
。
旅
先
で
出
合
っ
た
備

前
焼
に
心
を
奪
わ
れ
、
わ
ず
か
３
カ
月

後
に
陶
芸
家
に
弟
子
入
り
し
た
。

「
土
練
り
３
年
、
ろ
く
ろ
７
年
」と

い
わ
れ
る
世
界
。
ま
る
で
畑
違
い
の
記

者
職
か
ら
の
転
身
に
も
驚
く
が
、
修
行

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
新
た
な
表
現

に
挑
み
、
発
信
し
よ
う
と
す
る
タ
フ

な
精
神
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ

ろ
う
。

会
場
に
は
、
瀬
戸
内
海
に
流
れ
着

い
た
廃
木
を
土
台
に
、
備
前
焼
を
ラ

ン
プ
シ
ェ
ー
ド
に
し
た
卓
上
灯
も
展

示
さ
れ
て
い
た
。「
ゼ
ロ
か
ら
の
再

出
発
」を
果
た
し
た
気
仙
沼
の
灯
火

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
造
形
し
た
と

い
う
。

土
と
火
が
生
み
出
す
作
陶
は
偶
然

に
左
右
さ
れ
る
。
あ
る
意
味
、
人
間

が
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

の
と
同
じ
だ
。「
泥
に
ま
み
れ
て
も
、

黙
々
と
前
を
向
い
て
歩
む
被
災
者
の

方
々
の
姿
が
創
作
の
原
点
」と
大
石
さ

ん
は
話
す
。
あ
の
日
か
ら
来
月
で
丸
15

年
。震
災
の
記
憶
が
息
づ
く
表
現
か
ら
、

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
。

河
北
新
報
社
東
京
支
社
編
集
部
長

成
田
　
浩
二

震災と土の表現

会報
委員から
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務 ☎3503–2727
⃝経　　理 ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：121社　⃝基本会員：694人　⃝個人会員：961人
⃝法人・個人賛助会員：54社・114人　⃝特別賛助会員：97人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：78人 計175社・1,955人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

佐藤　圭一　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　成田　浩二　堀口由多可 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（２／２現在）

１６㊊
１５：００ ～ １６：３０　１０階ホール

「２０２６年経済展望－激動の世界と日本を読む」⑤
門間一夫 みずほリサーチ＆テクノロジーズ エグゼ
クティブエコノミスト

１７㊋
１３：００ ～ １４：３０　９階会見場

「人口減少時代を生きる」⑨ キャリア官僚はなぜ辞め
るのか～有意な人材を生かす回転ドア社会実現を
吉井弘和 ＶＯＬＶＥ代表取締役、慶應義塾大学准教授

１８㊌
１３：３０ ～ １４：３０　１０階ホール

「人口減少時代を生きる」⑩ 静岡県の多文化共生の取
り組み
鈴木康友 静岡県知事

■訃報
富永壮彦さん（共同通信社出身、９２歳）が昨年

１２月３１日に、ルジャンドル―コイズミ ジョエル
さん（個人Ｄ会員 フランスＲＴＬ放送、６９歳）が１月
１１日に、細矢茂雄さん（日本テレビ放送網出身、
９３歳）が同２７日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　２０２６年度の日本記者クラブ賞と同特別賞の候
補推薦募集を１月３０日に締め切りました。
　今後は推薦委員会（個人Ｄ会員６人で構成）と
選考委員会（総務委員１５人で構成）の審査を経て、
４月２７日の理事会で受賞者が決定します。贈賞
式は５月２７日の社員総会の日に行う予定です。

クラブ賞の推薦募集を締め切りました

　法人賛助会員の一般社団法人ケーブルテレビ
情報センターが下記へ移転しました。
〒１０４－００３３
東京都中央区新川１－４－８ フォーラム島田ＩＩ ５階　
電話 ０３－６２８０－５４４２

ケーブルテレビ情報センターが移転

　確定申告のため領収書が必要な方は会員事務
担当の杉本（０３－３５０３－２７２７）へご連絡ください。領
収書は引き落としごとに発行、１月または１２月に
１年分をまとめての発行をお選びいただけます。

会費の領収書送ります

　会見の案内はメールで受信されるのが便利で
す。日時の変更・中止などの急なお知らせは、
はがきでは間に合いません。メールではすぐお
届けできます。メール登録を希望される方は、
お名前と会員番号を下記のアドレスへご連絡く
ださい。ＯＢＯＧ会員の皆さまにもご登録をお願
いします。メール：ｋａｉｋｅｎ＠ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ

会見案内 メール登録を

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　二月お献立（２/２７まで）
　先付前菜：鶯

おう

宿
しゅく

梅
ばい

かゆかけ、いわし梅煮、え
び手まり寿司など　猪口：山菜あいまぜ　椀盛
り：ずわいがに真丈 みぞれ仕立てなど　造り：
寒ひらめ薄造り　焼き物：かんぱち西京焼き　
炊き合わせ：ひろうす、にしん、梅麩など　食事：
きゃらぶきご飯、味噌汁　甘味：抹茶わらびも
ち つぶあん（５，５００円） （板長：薫田勝）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（２/２８まで）

スモークサーモンとオレンジのマリネ 柑橘類
のヴィネグレット、かぶのポタージュ、牛フィ
レ肉のグリル マディラソース、生チョコのテリ
ーヌ、コーヒーまたは紅茶、パンとバター（４，
４００円）。ランチ、ディナーともに９階レストラ
ンでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

　日本記者クラブの貸室
は、会員の皆さんが自由に
お使いになれるスペースで
す。９階には大会議室、小
会議室、会見場（写真）の
３室、１０階にはホールがあります。１０階ホールは
人数や用途によって分割した使い方ができます。
　社内会議はもとより、社外の方を招いての会
議、セミナー、同窓・同期会、懇親会などにご
利用ください。お食事とあわせてご利用できる
飲み放題プランも用意しております。
　貸室の空き状況、利用料金はウェブサイトで
ご確認いただけます。詳細はフロアマネジャー

（０３－３５０３－２７２４）にお問い合わせください。

クラブ貸室をご利用ください

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●丹羽宇一郎さん 会見動画公開中

先月８６歳で死去した元伊藤忠商
事社長で、民間出身として初めて
駐中国大使を務めた丹羽宇一郎さ
んは過去５回（２００８年６月、１０年
７月、１２年１２月、１５年９月、１７年１０月）、クラ
ブで会見しています。会見動画や会見詳録を掲
載しています。
●不破哲三さん 会見動画公開中

先月９５歳で死去した日本共産党
前議長の不破哲三さんは、記者会
見や国政選挙前の党首討論会でこ
れまで１５回登壇しています。２０１５
年１１月にはシリーズ「戦後７０年 語る・問う」で
野党党首からみた戦後保守政治について語りま
した。この会見の動画を公開しています。

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34944/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34944/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/32136/report
https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
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撮影：井
い

埜
の

　慎
しん

太
た

郎
ろう

（日本経済新聞社写真映像グループ）

昭和の歌謡曲を扱うレコード店でお目当ての一枚を探す外国人観光客。同店には往年のファンのみならず、
若者やＳＮＳを通じて日本の歌謡曲を知った訪日客も多く訪れる＝２０２５年１２月、東京・新宿

写 真 回 廊

　
松
田
聖
子
さ
ん
、
中
森
明
菜
さ
ん
、
山
口
百
恵
さ
ん
…
…
ほ

ぼ
同
世
代
で
と
も
に
生
き
て
き
た
よ
う
な
感
が
あ
る
。
で
も
、

昭
和
の
歌
謡
と
い
う
と
大
フ
ァ
ン
の
沢
田
研
二
さ
ん
だ
。

　
２
０
１
３
年
、
４４
年
ぶ
り
に
沢
田
さ
ん
が
ボ
ー
カ
ル
だ
っ
た

グ
ル
ー
プ「
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
」の
復
活
コ
ン
サ
ー
ト
が
東
京

ド
ー
ム
で
あ
り
、
は
せ
参
じ
た
。
今
も
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
開

演
前
の
女
性
ト
イ
レ
の
行
列
。
廊
下
と
階
段
を
埋
め
尽
く
し
て

い
た
。
尿
意
を
我
慢
し
つ
つ
男
性
ト
イ
レ
に
誘
導
し
て
ほ
し
い

と
強
く
願
っ
た
。「
問
題
だ
」と
い
う
意
識
は
湧
か
な
か
っ
た
。

　
２２
年
、
安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
が
日
本
武
道
館
で
執
り
行

わ
れ
た
。こ
の
時
、「
男
性
ト
イ
レ
に
大
行
列
が
で
き
て
い
る
！
」

と
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）な
ど
で
流
れ
た
。「
漏
れ
そ
う
だ
」と

つ
ぶ
や
い
た
国
会
議
員
も
い
た
。
行
列
が
で
き
た
の
は
、
国
葬

に
参
列
し
た〝
偉
い
〟人
は
、
男
性
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
珍
事
。
こ
の
男
性
ト
イ
レ
の
行
列
は
ニ
ュ
ー
ス
に
な

っ
た
け
れ
ど
、
女
性
ト
イ
レ
の
行
列
は
ず
っ
と
顧
み
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
昨
年
や
っ
と
、
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
し

て「
問
題
」と
な
っ
た
。
政
府
は
解
消
に
向
け
て
関
係
府
省
連

絡
会
議
を
設
置
。
国
土
交
通
省
は
、
現
状
で
は
女
性
用
が
男
性

用
よ
り
少
な
い
設
置
数
に
関
す
る
基
準
の
点
検
・
見
直
し
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

　
女
性
ト
イ
レ
の
行
列
問
題
。
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き

た
昭
和
の
男
性
中
心
社
会
の
象
徴
の
一
つ
で
な
か
ろ
う
か
。
夫

婦
同
姓
、
年
収
の
壁
…
…
昭
和
の
残ざ

ん

滓し

は
ま
だ
残
っ
て
い
る
と

思
う
。
可
視
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。「
き
き

わ
け
の
な
い
」女
に
な
り
、「
ば
か
に
し
な
い
で
よ
」と「
ｇ
ｅ
ｔ 

ｕ
ｐ
」し
て「
走
る
わ

─
」。

 

（
毎
日
新
聞
社
出
身
　
山
田
　
道
子
）

「
あ
ん
た
の
時
代
は
よ
か
っ
た
」


